
立
命
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ヒ
ル
フ
ニ
ァ
ィ
ン
グ
の
『
金
融
資
本
論
』

金
融
資
本
概
念
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
四
二

の
背
景
と

田
　
　
中

（
四
八
○
）

宏
　
　
遣

　
目
　
次

一
　
は
じ
め
に

二
　
『
金
融
資
本
論
」
の
基
本
的
性
格

０
Ｄ
　
『
金
融
資
本
論
』
の
ね
ら
い
　
　
ベ
ル
ソ
シ
ュ
タ
イ
ソ
批
判

四
『
金
融
資
本
論
』
の
方
法

三
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
金
融
資
本
概
念
の
特
徴
に
つ
い
て

ｏ
ｏ
競
　
争

働
利
潤
率

　
胸
　
独
　
占

　
　
Ｈ
産
業
に
お
げ
る
独
占

　
　
○
　
銀
行
に
お
げ
る
独
占

↑
ｏ
金
融
資
本



は
　
じ
　
め
　
に

　
独
占
資
本
主
義
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
自
由
競
争
が
支
配
し
て
い
た
時
代
の
資
本
主
義
の
運
動
形
態
、
構
造
移
態
、
発
展

形
態
の
変
化
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
試
み
の
古
典
的
力
作
は
レ
ー
ニ
ソ
の
『
帝
国
主
義
論
』
で
あ
ろ
う
。
　
『
帝
国
主
義
論
」
は
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』

に
く
ら
べ
て
大
き
く
次
の
二
点
で
資
本
主
義
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
は
金
融
資
本
の
支
配
で
あ
り
、
第
二
は

世
界
市
場
で
の
競
争
の
変
化
で
あ
る
。
し
か
し
レ
ー
ニ
ソ
の
『
帝
国
主
義
論
』
は
一
定
の
歴
史
的
制
苅
の
下
で
書
か
れ
た
が
ゆ
え
に
、

第
二
次
大
戦
後
の
現
代
資
本
主
義
の
分
析
の
た
め
に
。
は
げ
し
て
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。

　
そ
こ
で
ま
ず
策
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
経
済
の
変
化
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
次
の
三
点
に
要
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一
、
独
占
の
支
配
の
い
っ
そ
う
の
強
ま
り

二
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
全
面
的
発
達

三
、
世
界
経
済
に
お
げ
る
変
化

　
イ
、
杜
会
主
義
世
界
体
制
の
確
立

　
口
、
植
民
地
の
独
立
と
帝
国
主
義
ブ
ロ
ッ
ク
の
崩
壊

　
ハ
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
世
界
資
本
主
義
体
制
の
再
編
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
こ
の
よ
う
た
現
代
資
本
主
義
の
分
析
の
た
め
に
、
レ
ー
ニ
ソ
の
『
帝
国
主
義
論
』
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
制
約
を
も
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
の
背
景
と
金
融
資
本
概
念
に
っ
い
て
（
田
中
）
　
　
　
四
三
（
四
八
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
（
四
八
二
）

　
レ
ー
ニ
ソ
の
主
要
な
課
題
は
帝
国
主
義
戦
争
の
本
質
と
杜
会
排
外
主
義
者
の
誤
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
レ
ー
ニ
ソ

の
論
理
の
概
略
を
示
せ
ぼ
、
独
占
．
金
融
資
本
の
支
配
　
　
植
民
地
の
分
割
　
　
帝
国
主
義
国
問
の
不
均
等
発
展
１
１
帝
国
主
義
戦

争
、
と
い
う
パ
タ
ー
ソ
が
描
げ
る
で
あ
ろ
う
。
か
っ
て
ス
タ
ー
リ
ソ
は
帝
国
主
義
の
「
最
も
重
要
な
矛
盾
」
を
次
の
三
点
に
要
約
し

（
１
）

た
。
す
た
わ
ち
、
○
労
働
と
資
本
と
の
問
の
矛
盾
、
◎
金
融
資
本
グ
ル
ー
プ
や
帝
国
主
義
諸
国
問
の
矛
盾
、
　
支
配
的
な
「
文
明
」

民
族
と
、
植
民
地
．
従
属
国
人
民
と
の
問
の
矛
盾
、
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
レ
ー
ニ
ソ
の
『
帝
国
主
義
論
』
に
お
げ
る
分
析
は
こ
れ
ら

の
諾
矛
盾
を
ど
の
よ
う
に
解
明
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
右
に
述
べ
た
バ
タ
ｒ
ソ
か
ら
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
第
二
の
金
融
資
本
グ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

ー
プ
や
帝
国
主
義
諸
国
問
の
矛
盾
、
の
解
明
が
中
心
的
課
題
と
し
て
す
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
っ
と
も
レ
ー
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

ン
に
そ
の
他
の
矛
盾
の
分
析
が
ま
っ
た
く
欠
げ
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
論
理
展
開
の
中
心
か
ら
は
離
れ

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
レ
ー
ニ
ソ
の
こ
の
よ
う
た
矛
盾
の
と
ら
え
方
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
た
諾
特
徴
を
も
っ
現
代
資
本
主
義
を
分
析
す
る

た
め
に
は
け
っ
し
て
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
レ
ー
ニ
ソ
の
『
帝
国
主
義
論
』
が
帝
国
主
義
の
も
っ
と
も
基
本
的
た
諾
特
徴
を

明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
諸
命
題
の
大
都
分
が
今
目
で
も
有
効
で
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
た
矛
盾
の
と
ら
え
方

は
現
代
資
本
主
義
の
一
般
理
論
の
方
法
と
し
て
は
再
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
我
々
は
現
代
資
本
主
義
分
析
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
矛
盾
を
軸
と
し
て
考
え
れ
ば
良
い
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
そ
の
た

め
に
は
エ
ソ
ゲ
ル
ス
が
『
反
デ
ュ
ー
リ
ソ
グ
論
』
の
中
で
定
式
化
し
た
資
本
主
義
の
基
本
的
矛
盾
「
杜
会
的
生
産
と
資
本
主
義
的
取

　
　
　
　
（
４
）

得
と
の
矛
盾
」
を
軸
に
す
え
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
ユ
ソ
ゲ
ル
ス
は
こ
の
基
本
的
矛
盾
の
具
体
的
現
象
彩
態
と
し
て
¢
プ
ロ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

タ
リ
ァ
ー
ト
と
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
と
の
対
立
、
◎
個
々
の
工
場
内
に
お
げ
る
生
産
の
組
織
性
と
全
体
と
レ
て
の
杜
会
に
お
げ
る
生
産



　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
７
）
　
　
　
　
（
８
）

の
無
政
府
状
態
と
の
対
立
、
を
あ
げ
、
そ
れ
ら
の
具
体
例
と
し
て
労
働
者
階
級
の
貧
困
化
の
問
題
と
過
剰
生
産
恐
慌
を
あ
げ
て
い

る
。
ま
た
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
に
お
い
て
は
こ
の
基
本
的
矛
盾
の
二
つ
の
現
象
形
態
は
、
¢
に
っ
い
て
は
第
一
巻
第
二
四
章
第

七
節
「
資
本
制
的
蓄
積
の
歴
史
的
傾
向
」
で
、
¢
に
つ
い
て
は
第
三
巻
第
十
五
章
「
法
則
の
内
的
諸
矛
盾
の
展
開
」
で
具
体
的
に
説

明
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
筆
者
は
現
代
資
本
主
義
も
含
め
て
、
独
占
資
本
主
義
を
分
析
す
る
た
め
に
は
マ
ル
ク
ス
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
が
考
え
て
い
た
こ
の
基
本

的
矛
盾
を
軸
と
し
、
彼
等
が
具
体
化
し
た
諾
命
題
の
延
長
線
上
で
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

　
こ
の
よ
う
な
試
み
は
か
っ
て
手
嶋
正
毅
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
手
嶋
氏
は
平
均
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
法
則
が
貫
い
て
ゆ

く
過
程
に
お
い
て
、
利
潤
率
の
低
下
へ
の
対
応
策
と
し
て
独
占
や
国
家
独
占
資
本
主
義
が
生
ま
れ
て
く
る
と
主
張
さ
れ
た
。
し
か
し

こ
の
手
嶋
氏
の
試
み
は
、
あ
く
ま
で
も
基
本
的
バ
タ
ー
ソ
の
定
式
化
の
試
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
正
否
の
判
断
は
競
争
過
程
に
っ
い
て

の
具
体
的
検
討
を
待
た
ね
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
筆
者
は
資
本
主
義
経
済
の
運
動
形
態
、
構
造
彩
態
、
発
展
形
態
の
変
化
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
、
利
潤
率
の
煩
向
的
低
下
の
法

則
と
そ
れ
に
ま
っ
わ
る
諸
矛
盾
の
展
開
が
論
理
展
開
の
軸
線
に
な
る
可
能
性
を
持
っ
と
考
え
る
。
但
し
、
そ
れ
が
現
実
の
競
争
過
程

で
の
説
明
を
欠
い
た
ま
ま
で
は
説
得
力
を
持
ち
え
な
い
こ
と
も
た
し
か
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
ろ
な
観
点
か
ら
筆
者
は
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
を
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
検
討
の
中
心
課
題
を
な
す
の

は
、
利
潤
率
を
媒
介
と
し
た
競
争
の
中
で
独
占
と
金
融
資
本
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
、
そ
の
結
果
利
潤
率
の
運
動
と
競
争
に
ど

の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
か
、
と
い
う
問
題
に
っ
い
て
の
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
見
解
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
ス
タ
ー
リ
ソ
著
、
平
沢
三
郎
訳
『
レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
基
礎
』
一
九
六
五
年
、
国
民
文
庫
、
一
一
～
二
一
頁
。

　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
の
背
景
と
金
触
資
本
概
念
に
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
　
四
五
（
四
八
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
（
四
八
四
）

（
２
）
吉
村
正
晴
「
帝
国
主
義
論
と
全
般
的
危
機
論
」
、
井
汲
卓
一
他
編
『
現
代
帝
国
主
義
講
座
』
第
一
巻
、
一
九
六
三
年
、
日
本
評
論
杜
、

　
　
六
一
頁
参
照
。

（
３
）
　
例
え
ぱ
第
一
の
矛
盾
に
っ
い
て
は
『
帝
国
主
義
論
』
第
一
章
で
「
少
数
の
独
占
者
だ
ち
の
残
り
住
民
に
対
す
る
抑
圧
は
、
い
ま
ま
で
の

　
　
一
〇
〇
倍
も
重
く
、
き
び
し
く
、
耐
え
が
た
い
も
の
と
な
る
。
」
（
レ
ー
ニ
ソ
著
、
副
島
種
典
訳
『
帝
国
主
義
論
』
一
九
七
四
年
、
国
民

　
　
文
庫
、
三
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
箇
所
や
、
第
八
章
で
の
労
働
運
動
に
お
げ
る
二
つ
の
潮
流
の
分
析
（
同
書
；
三
～
二
二
七
頁
）
が
、

　
　
ま
た
第
三
の
矛
盾
に
っ
い
て
は
、
第
九
章
で
ヒ
ル
フ
ァ
デ
イ
ソ
グ
を
引
用
し
た
が
ら
民
族
独
立
運
動
に
っ
い
て
述
べ
て
い
る
箇
所
（
同
書

　
　
一
五
七
頁
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
４
）
　
エ
ソ
ゲ
ル
ス
著
、
村
田
陽
一
訳
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
第
二
分
冊
、
一
九
六
五
年
、
国
民
文
庫
、
四
七
一
頁
。

（
５
）
　
同
書
、
四
七
三
頁
。

（
６
）
　
同
書
、
四
七
六
頁
。

（
７
）
　
同
書
、
四
七
六
～
四
七
八
頁
。

（
８
）
　
同
書
、
四
七
八
～
四
八
○
頁
。

（
９
）
　
手
嶋
正
毅
『
日
本
国
家
独
占
資
本
主
義
論
』
一
九
六
六
年
、
有
斐
閣
、
第
二
章
第
三
節
、
第
三
章
、
第
四
章
参
照
。

二
　
「
金
融
資
本
論
」

の
基
本
的
性
格

　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
は
「
最
近
の
資
本
主
義
的
発
展
の
経
済
的
諸
玩
象
を
…
…
か
の
ペ
テ
ィ
に
は
じ
ま
っ
て
マ
ル
ク
ス
に
そ
の
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

高
の
表
現
を
み
い
だ
す
古
典
派
経
済
学
の
理
論
体
系
の
う
ち
に
組
み
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
彼
が

も
し
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
を
よ
り
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
．
そ
れ
は
信
用
と
競
争
の
分
野
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
彼
は
そ
れ
を
マ
ル
ク
ス
や
エ
ソ
ゲ
ル
ス
が
考
え
た
よ
う
に
資
本
主
義
経
済
の
基
本
的
矛
盾
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
展
開
と
し

て
発
展
さ
せ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
こ
そ
『
金
融
資
本
論
』
の
最
大
の
限
界
が
あ
る
と
考
え
る
。



　
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
た
限
界
の
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
　
『
金
融
資
本
論
』
の
ね
ら
い
と
方
法
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て

お
き
た
い
。

　
　
ｏ
ｏ
　
「
金
融
資
本
論
」
の
ね
ら
い
　
　
ベ
ル
ソ
シ
ュ
タ
イ
ソ
批
判

　
最
近
倉
田
稔
氏
は
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
は
ベ
ル
ソ
シ
ュ
タ
イ
ソ
の
『
杜
会
主
義
の
諾
前
提
と
杜
会
民
主
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

義
の
任
務
」
を
直
接
批
判
す
る
目
的
で
書
か
れ
た
と
い
う
「
仮
説
」
を
か
た
り
確
度
の
高
い
も
の
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
。
．
要
旨

を
簡
単
に
紹
外
す
る
と
、
　
『
金
融
資
本
論
』
に
お
げ
る
ベ
ル
ソ
シ
ュ
タ
ィ
ソ
と
の
理
論
的
対
決
点
は
次
の
三
点
に
要
約
で
き
る
と
い

う
。　

　
第
一
は
、
マ
ル
ク
ス
の
「
資
本
の
集
中
法
則
」
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
ベ
ル
ソ
シ
ュ
タ
イ
ソ
が
株
式
会
杜
の
普
及
に
よ
る
株

　
主
数
の
増
大
、
中
小
経
営
の
大
量
の
残
存
を
根
拠
に
「
資
本
集
中
」
は
み
ら
れ
な
い
と
主
張
す
る
の
に
対
し
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ

　
グ
は
株
式
会
杜
が
資
本
集
中
の
新
た
な
彬
態
で
あ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
、
金
融
資
本
概
念
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
本

　
の
集
中
が
最
高
度
に
達
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
は
『
金
融
資
本
論
』
の
第
二
編
、
第
三
編
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

　
　
第
二
は
、
恐
慌
を
め
ぐ
る
間
題
で
あ
る
。
ベ
ル
ソ
シ
ュ
タ
ィ
ソ
が
カ
ル
テ
ル
は
恐
慌
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
の

　
に
対
し
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
は
批
判
的
回
答
を
与
え
る
。
こ
れ
に
は
『
金
融
資
本
論
』
第
四
編
、
と
り
わ
げ
第
二
〇
章
が
あ
て

　
ら
れ
て
い
る
。

　
　
第
三
は
、
植
民
地
政
策
を
め
ぐ
る
問
題
及
び
国
内
諾
階
級
の
政
治
的
動
向
の
問
題
で
あ
る
。
ベ
ル
ソ
シ
ュ
タ
イ
ソ
が
植
民
地
を

　
め
ぐ
る
戦
争
が
避
け
ら
れ
る
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
は
暴
力
的
対
決
の
可
能
性
を
証
明
し
た
。
こ
れ
に
は

第
五
編
第
二
一
・
二
二
章
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
国
内
諸
階
級
の
政
治
的
動
向
に
っ
い
て
は
ベ
ル
ソ
シ
ュ
タ
イ
ソ
が
自
由
主

　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
の
背
景
と
金
融
資
本
概
念
に
っ
い
て
（
田
中
）
　
　
　
四
七
（
四
八
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
（
四
八
六
）

　
義
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
に
期
待
を
寄
せ
た
の
に
対
し
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
は
そ
れ
を
反
動
的
と
み
る
。
こ
の
分
析
に
は
第
五
編
第

　
二
三
・
二
四
章
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
こ
れ
ら
の
諸
点
は
筆
者
が
『
金
融
資
本
論
』
を
ベ
ル
ソ
シ
ュ
タ
イ
ソ
の
『
杜
会
主
義
の
諾
前
提
と
杜
会
民
主
主
義
の
任
務
』
と
照

合
し
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
倉
田
氏
の
主
張
通
り
内
容
的
に
ほ
ぼ
照
応
し
て
い
る
。
し
か
し
倉
田
「
仮
説
」
が
成
立
し
得
る
か
否

か
に
つ
い
て
は
当
時
の
よ
り
く
わ
し
い
状
況
調
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
但
し
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
金
融
資
本
概
念
に
つ
い
て
は
単
に
ベ
ル
ソ
シ
ュ
タ
イ
ソ
の
資
本
集
中
の
否
定
に
対
し
て
、
資
本
集

中
の
最
高
の
到
達
点
を
示
す
た
め
に
だ
げ
設
定
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
筆
者
は
、
こ
の
概
念
に
は
さ
ら
に
多
く

の
側
面
が
含
ま
れ
て
お
り
、
資
本
主
義
の
新
し
い
時
代
の
競
争
の
主
体
と
し
て
、
新
し
い
時
代
の
蓄
積
様
式
と
し
て
、
　
ヒ
ル
フ
ァ

デ
ィ
ソ
グ
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
げ
し
て
い
る
か
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
に
っ
い
て
は
後
で
検
討
し
よ

う
。　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
倉
田
氏
の
こ
の
よ
う
た
間
題
提
起
は
我
々
が
『
金
融
資
本
論
』
を
理
解
す
る
う
え
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も

つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
も
し
『
金
融
資
本
論
』
が
こ
の
よ
う
な
目
的
で
書
か
れ
、
内
容
的
に
も
そ
の
論
争
に
制
約
さ
れ
て
い
る
と
し
た
な
ら
、
　
『
金
融
資

本
論
』
全
体
の
論
理
構
造
は
、
は
た
し
て
十
分
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
間
が
わ
い
て
く
る
。
と
り
わ
げ
、
新
し
い
資
本
主
義

を
金
融
資
本
の
運
動
と
そ
れ
に
と
も
た
う
矛
盾
の
展
開
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
か
ど
う
か
が
間
わ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば

恐
慌
に
つ
い
て
は
、
マ
ル
ク
ス
は
資
本
主
義
的
諾
矛
盾
の
総
合
的
な
爆
発
で
あ
る
と
し
て
、
世
界
市
場
で
の
競
争
を
述
べ
た
後
で
説

　
　
　
　
　
　
（
３
）

明
し
よ
う
と
し
た
。
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
は
第
四
編
に
「
金
融
資
本
と
恐
慌
」
を
置
い
た
が
、
そ
の
内
容
は
必
ず
し
も
第
三
編
と
第



五
編
の
媒
介
を
な
す
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
銀
行
と
ヵ
ル
テ
ル
の
発
達
に
と
も
な
う
恐
慌
の
形
態
変
化
が
問
題
に
さ
れ
た
に
と
ど

ま
り
、
金
顧
資
本
の
支
配
の
下
で
の
恐
慌
の
役
割
に
つ
い
て
の
十
分
な
検
討
は
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
全
体
の
論
理
構
造
の
不
十
分
さ
は
も
し
倉
田
「
仮
説
」
が
成
立
す
る
な
ら
な
ん
ら
不
思
議
な
も
の
で
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

倉
田
氏
の
問
題
提
起
の
意
義
は
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
倉
田
「
仮
説
」
の
検
討
に
よ
り
、
あ
ら
た
め
て
彼
の
論
理
の
組
み
立
て
方
が
問
わ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
今
度
は
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ

グ
の
経
済
学
に
つ
い
て
の
方
法
論
の
側
面
か
ら
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
似
　
「
金
融
資
本
論
」
の
方
法

　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
が
経
済
学
の
方
法
に
っ
い
て
述
べ
た
論
文
で
は
『
ヵ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
に
お
げ
る
理
論
経
済
学
の
間
題
提
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

に
っ
い
て
』
と
題
す
る
論
文
が
あ
る
。
こ
の
論
文
に
っ
い
て
は
高
山
満
氏
が
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
恐
慌
理
論
を
研
究
す
る
に
あ
た

っ
て
、
そ
の
方
法
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
ぜ
ひ
と
も
検
討
し
て
お
か
た
げ
れ
ば
な
ら
な
い
文
献
で
あ
る
と
し
て
く
わ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

検
討
し
て
お
ら
れ
る
。
高
山
氏
の
論
文
で
は
エ
ル
ス
ナ
ー
が
『
金
融
資
本
論
』
に
っ
げ
た
「
新
版
序
文
」
の
中
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

流
通
主
義
、
均
衡
論
と
い
っ
た
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
誤
り
の
よ
り
い
っ
そ
う
深
い
根
元
に
ま
で
立
ち
入
る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
て

い
る
。
高
山
氏
の
見
解
の
要
旨
を
簡
単
に
１
紹
介
し
よ
う
。

◎
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
に
価
値
と
使
用
価
値
と
の
区
別
を
方
法
論
上
の
間
題
と
考
え
、
使
用
価
値
を
経
済
学
の
研
究
対
象
か
ら
除

　
外
し
、
価
値
の
み
を
研
究
対
象
と
考
え
た
。
し
た
が
っ
て
価
値
と
使
用
価
値
と
の
現
実
の
矛
盾
は
見
落
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
は
資
本
主
義
杜
会
の
個
々
の
交
換
行
為
を
観
制
す
る
と
こ
ろ
の
法
則
〕
価
値
法
則
の
解
明
に
よ
っ
て
理
論

　
経
済
学
の
課
題
は
解
決
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
の
背
景
と
金
融
資
本
概
念
に
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
　
四
九
（
四
八
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
（
四
八
八
）

　
　
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
基
礎
に
は
、
そ
の
杜
会
の
永
続
的
存
在
の
基
礎
的
前
提
た
る
杜
会
的
物
質
代
謝
が
遂
行
さ
れ
る
形
態
の

　
解
明
と
い
う
彼
の
基
本
的
な
視
点
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
資
本
制
生
産
様
式
の
生
成
、
発
展
、
減
亡
を
法
則
的
に
解
明
し
な
げ
れ

　
ば
た
ら
な
い
と
い
う
観
点
は
欠
げ
て
い
る
。

　
以
上
が
高
山
氏
の
こ
の
論
文
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
が
、
筆
者
が
確
認
し
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
も
、
こ
の
論
文
に
対
す
る
高
山
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

の
評
価
は
正
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
『
金
融
資
本
論
』
に
こ
の
よ
う
な
方
法
が
ど
れ
ほ
ど
目
的
意
識
的
に
適
用
さ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
従
来
い
わ
れ
て
き
た

流
通
主
義
、
均
衡
論
と
い
う
弱
点
は
こ
の
よ
う
な
方
法
的
特
徴
と
ま
っ
た
く
矛
盾
し
な
い
。
例
え
ば
貨
幣
論
に
お
げ
る
誤
り
は
価
値

と
使
用
価
値
と
の
現
実
の
矛
盾
の
見
落
と
し
と
完
全
に
符
合
す
る
。
ま
た
「
（
資
本
主
義
杜
会
の
）
経
済
的
崩
壊
と
い
う
こ
と
は
、
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

よ
そ
合
理
的
な
表
象
で
は
な
い
。
」
と
い
三
言
葉
は
、
資
本
制
生
産
様
式
の
生
成
、
発
展
、
減
亡
と
い
う
観
点
の
欠
如
と
対
応
す
る
。

　
以
上
、
　
『
金
融
資
本
論
』
の
ね
ら
い
と
方
法
的
特
徴
の
検
討
を
通
じ
て
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
で
は
マ
ル
ク

ス
が
『
資
本
論
』
で
用
い
た
弁
証
法
的
方
法
、
つ
ま
り
抽
象
的
な
矛
盾
か
ら
具
体
的
な
矛
盾
へ
と
発
展
す
る
矛
盾
の
展
開
と
い
う
方

法
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
我
々
が
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
か
ら
引
き
継
ぐ
べ
き
宝
庫
は
彼
の
「
競
争
論
」
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
一
方
で
の

こ
の
よ
う
な
間
題
点
を
ふ
ま
え
な
が
ら
作
業
す
る
こ
と
が
、
彼
か
ら
の
よ
り
正
確
な
継
承
の
た
め
に
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
（
１
）
　
ル
ド
ル
フ
・
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
著
、
林
要
訳
『
金
融
資
本
論
』
１
、
一
九
七
四
年
、
国
民
文
庫
、
四
九
頁
。

　
（
２
）
　
倉
田
稔
「
『
金
融
資
本
論
』
の
成
立
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
テ
ィ
ソ
ク
の
ベ
ル
ソ
シ
ュ
タ
イ
ソ
修
正
主
義
批
判
　
　
」
、
四
〇
五
～
四
〇
六
頁
参



（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

照
（
『
思
想
』
第
五
八
五
号
、
一
九
七
三
年
三
月
、
岩
波
書
店
、
所
収
）

　
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
著
、
武
田
隆
夫
・
遠
藤
湘
吉
、
大
内
力
、
加
藤
俊
彦
訳
『
経
済
学
批
判
』
の
「
経
済
学
批
判
序
説
」
、
三
二
四
～

三
二
五
頁
参
照
、
一
九
六
三
年
、
岩
波
文
庫
。

　
ル
ド
ル
フ
・
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
著
、
玉
野
井
芳
郎
、
石
垣
博
美
訳
『
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
研
究
』
三
「
カ
ー
ル

・
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
理
論
経
済
学
の
問
題
提
起
に
つ
い
て
」
参
照
、
一
九
六
八
年
、
法
政
大
学
出
版
局
。

　
高
山
満
「
ヒ
ル
フ
ァ
デ
イ
ン
グ
に
お
け
る
『
理
論
経
済
学
の
問
題
提
起
』
－
〈
そ
の
１
．
序
説
Ｖ
」
（
『
東
京
経
大
学
会
誌
』
第
二
五
号

一
九
五
九
年
十
一
月
）
及
び
「
（
同
）
－
〈
そ
の
２
Ｖ
」
（
『
（
同
）
』
第
二
六
号
、
一
九
六
〇
年
一
月
）
参
照
。

　
も
っ
と
も
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
は
こ
の
よ
う
な
方
法
を
マ
ル
ク
ス
の
方
法
に
対
置
す
る
よ
う
な
形
で
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
む
し

ろ
マ
ル
ク
ス
の
考
え
方
の
一
側
面
を
と
り
だ
す
よ
う
た
形
で
白
説
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
方

法
的
特
徴
を
っ
か
む
た
め
に
は
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
が
マ
ル
ク
ス
の
ど
の
側
面
を
見
落
と
し
た
か
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
高
山
氏
も

こ
の
よ
う
な
検
討
を
通
じ
て
先
に
述
べ
た
結
論
を
得
て
お
ら
れ
る
。

　
前
掲
『
金
融
資
本
論
』
１
、
三
三
四
頁
。

三
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
金
融
資
本
概
念
の
特
徴
に
つ
い
て

　
筆
老
は
先
に
、
独
占
資
本
主
義
の
運
動
形
態
、
構
造
形
態
、
発
展
移
態
の
変
化
を
協
明
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
マ
ル
ク
ス
が
定
式

化
し
た
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則
が
論
理
展
開
の
主
軸
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ
の
際
、
「
競
争
論
」

次
元
で
の
具
体
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
い
た
。

　
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
の
検
討
課
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

¢
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
は
利
潤
率
を
媒
介
に
し
た
競
争
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
独
占
や
金
融
資
本
が
発
生
し
、
そ
れ
に
よ
り
資
本

主
義
経
済
の
運
動
形
態
、
構
造
形
態
、
発
展
形
態
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
そ
の
際
、
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下

　
　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
の
背
景
と
金
融
資
本
概
念
に
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
　
五
一
（
四
八
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
（
四
九
〇
）

の
法
則
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
げ
１
さ
れ
て
い
る
の
か
。
、

◎
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
見
解
に
は
ど
こ
に
弱
点
や
誤
り
が
あ
り
、
我
々
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
引
き
継
ぐ
べ
き
か
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
答
え
る
た
め
に
“
次
の
順
序
で
検
討
を
す
す
め
る
。
ｃ
ｏ
競
争
　
ｏ
利
潤
率
　
ゆ
独
占
　
↑
り
金
融
資
本
。
ｃ
Ｄ
の
の

検
討
は
ゆ
↑
り
を
検
討
す
る
た
め
の
準
備
作
業
を
な
す
。

　
　
０
Ｄ
　
競
　
争

　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
が
研
究
し
た
競
争
に
っ
い
て
の
第
一
の
特
徴
は
、
そ
の
研
究
の
重
点
が
部
門
間
競
争
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

で
あ
る
。
以
下
、
産
業
と
銀
行
と
に
分
げ
て
、
い
く
つ
か
の
代
表
的
た
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
産
業
に
お
げ
る
競
争
の
例
に
つ
い
て
、

例
一
　
第
十
一
章
に
お
げ
る
独
占
形
成
の
説
明
。
こ
こ
で
は
生
産
規
模
と
固
定
資
本
の
巨
大
化
の
た
め
に
古
典
的
な
形
態
で
の
部
門

　
問
競
争
（
平
均
利
潤
率
を
め
ぐ
っ
て
の
部
門
間
の
自
由
な
資
本
移
動
）
が
そ
こ
な
わ
れ
、
当
該
部
門
で
は
資
本
の
流
出
が
困
難
に
な
り
、

　
長
期
的
に
利
潤
率
が
平
均
以
下
ど
な
っ
て
、
そ
れ
へ
の
対
応
策
と
し
て
独
占
が
移
成
さ
れ
利
潤
率
を
回
復
す
る
、
と
説
か
れ
て
い

電

例
二
　
第
十
五
章
に
お
げ
る
カ
ル
テ
ル
の
波
及
に
つ
い
て
の
説
明
。
こ
こ
で
は
、
あ
る
部
門
の
カ
ル
テ
ル
化
に
よ
る
高
利
潤
は
他
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
門
の
利
潤
率
を
押
し
下
げ
、
他
都
門
も
対
応
策
と
し
て
ヵ
ル
テ
ル
化
せ
ざ
る
を
え
た
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
銀
行
部
門
に
お
げ
る
競
争
の
例
に
つ
い
て
、

例
三
　
第
十
章
に
お
け
る
銀
行
へ
の
資
本
投
下
に
っ
い
て
の
説
明
。
こ
こ
で
は
、
銀
行
の
自
已
資
本
は
そ
の
銀
行
の
諸
利
得
（
利
子

．
利
得
、
発
行
利
得
、
投
機
利
得
等
）
の
額
を
平
均
利
潤
率
で
還
元
し
た
大
き
さ
を
め
ど
に
銀
行
部
門
へ
の
資
本
の
流
出
入
に
よ
っ
て



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
調
節
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
白
己
資
本
調
整
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
部
門
内
競
争
の
規
制
は
ま
っ
た
く
う
げ
て
お

　
ら
ず
、
完
全
に
部
門
問
競
争
か
ら
の
み
説
明
さ
れ
て
い
る
。

例
と
し
て
は
さ
ら
に
「
恐
慌
の
諾
原
因
」
を
扱
っ
た
第
十
七
章
等
に
も
み
ら
れ
る
が
省
略
す
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
彼
の
論
理
展
開
の
主
軸
を
な
す
部
分
は
部
門
問
競
争
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な

い
。　

第
二
の
特
徴
は
、
部
門
内
競
争
に
っ
い
て
は
、
論
理
展
開
の
主
軸
か
ら
は
ず
れ
た
所
で
部
分
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

と
い
う
点
で
あ
る
。
部
門
内
競
争
に
つ
い
て
の
彼
の
言
及
の
例
を
検
討
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

例
四
　
第
十
一
章
に
お
げ
る
カ
ル
テ
ル
と
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
と
の
競
争
に
つ
い
て
の
説
明
。
こ
こ
で
は
カ
ル
テ
ル
が
景
気
循
環
の
負

　
担
を
ア
ウ
ト
サ
ィ
ダ
ー
に
負
わ
せ
な
が
ら
、
他
方
で
そ
れ
を
利
用
し
て
い
る
様
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

例
五
　
第
十
章
に
お
げ
る
銀
行
問
の
競
争
に
っ
い
て
の
説
明
。
こ
こ
で
は
、
貨
幣
市
場
に
お
け
る
競
争
で
は
資
本
の
安
全
は
保
障
さ

　
れ
て
い
る
こ
と
、
信
用
媒
介
の
競
争
で
は
技
術
的
較
差
は
重
要
で
は
な
く
、
規
模
の
ち
が
い
の
み
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
競
争
は

　
発
行
業
務
で
大
き
な
役
割
を
演
じ
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
性
の
た
め
に
銀
行
は
手
の
ひ
ら
を
か
え
す
よ
う
に
互
に
競
争
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

　
ま
た
あ
る
時
に
は
互
に
協
力
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
叙
述
は
第
十
章
全
体
の
中
で
あ
ま
り
重
要
な
位
置
を

　
し
め
る
も
の
で
も
な
い
し
、
ま
た
こ
の
競
争
の
作
用
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
も
い
な
い
。

金
融
資
本
問
の
競
争
に
っ
い
て
は
叙
述
は
な
い
。
但
し
、
こ
れ
は
一
国
内
の
金
融
資
本
問
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
一
国
の
枠
を
越
え

た
場
合
は
お
も
む
き
が
こ
と
な
る
。
策
五
編
第
二
二
章
で
は
金
融
資
本
が
資
本
輸
出
と
経
済
領
域
を
め
ぐ
っ
て
他
国
と
闘
争
す
る
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
市
場
に
お
け
る
商
品
輸
出
と
資
本
輸
出
の
独
占
に
対
し
、
ド
ィ
ツ
、
ア
メ
リ
ヵ
の
資
本

　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
の
背
景
と
金
融
資
本
概
念
に
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
　
五
三
（
四
九
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
（
四
九
二
）

が
挑
戦
す
る
、
そ
の
挑
戦
の
に
な
い
手
と
し
て
金
融
資
本
概
念
が
お
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
競
争
の
取
り
扱
い
に
お
い
て
は
部
門
内
競
争
は
断
片
的
に
し
か
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
種
の
叙
述
は
事
実
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
部
分
が
多
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
位
置
づ
げ
の
不
十
分
さ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
変
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
一
市
場
を
め
ぐ
っ
て
あ
い
戦
う
も
の
と
し
て
の
世
界
市
場
で
の
金
融

資
本
の
闘
争
に
１
っ
い
て
の
叙
述
は
最
も
か
が
や
か
し
い
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
こ
れ
ら
の
部
分
を
再
検
討
し
な
が
ら
引
き
っ
が
ね
ぼ

な
ら
た
い
。

　
．
第
三
の
特
徴
は
、
不
均
衡
か
ら
の
均
衡
何
復
を
説
明
す
る
た
め
の
競
争
で
あ
り
、
そ
の
逆
、
っ
ま
り
不
均
衡
が
い
か
に
拡
大
し
て

行
く
か
（
例
え
ば
、
独
占
と
非
独
占
と
へ
の
分
裂
）
を
説
明
す
る
た
め
の
競
争
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
先
に
述
べ
た
彼

の
方
法
論
的
特
徴
と
深
く
関
連
し
て
い
る
。
つ
ま
り
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
基
本
的
考
え
方
は
、
競
争
を
通
じ
て
、
資
本
主
義
的
矛

盾
（
１
１
不
均
衡
）
は
回
復
さ
れ
、
再
生
産
は
永
遠
に
く
り
返
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
競
争
を
通
じ
て
経
済
的
諸
矛
盾
が
累
積

し
、
そ
れ
が
資
本
主
義
経
済
を
変
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
た
い
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
先
に
あ
げ
た
例
一
、
二
で
は
平
均
以
下
に
低
下
し
た
利
潤
率
の
回
復
、
っ
ま
り
平
均
利
潤
率
へ
の
均
等
化
と
し
て
独
占
移

成
や
、
ヵ
ル
テ
ル
の
波
及
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
例
三
で
は
銀
行
の
自
已
資
本
が
そ
の
利
得
に
く
ら
べ
て
小
さ
す
ぎ
る
（
平
均

以
上
の
利
潤
率
）
場
合
、
平
均
利
潤
率
へ
の
均
等
化
と
し
て
自
已
資
本
の
増
大
（
銀
行
部
門
へ
の
資
本
流
入
）
が
お
こ
る
と
説
か
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
恐
慌
理
論
に
お
い
て
は
恐
慌
は
部
門
問
及
び
そ
の
他
の
不
均
衡
か
ら
の
回
復
過
程
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
第
十

七
章
「
恐
慌
の
諸
原
因
」
で
は
建
設
期
問
の
長
短
に
よ
る
部
門
問
不
均
衡
、
固
定
資
本
の
再
生
産
の
特
殊
性
か
ら
生
れ
る
不
均
衡
、



生
産
と
消
費
と
の
割
合
の
変
化
か
ら
生
れ
る
不
均
衡
等
が
恐
慌
に
お
い
て
価
格
法
則
に
よ
り
均
等
化
さ
れ
る
も
の
と
し
て
恐
慌
が
説

明
さ
れ
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
不
均
衡
の
増
大
を
説
い
て
い
る
箇
所
が
な
い
わ
げ
で
は
な
い
。
第
一
の
例
は
第
十
五
章
に
お
げ
る
独
占
の
成
立
に
１
よ

る
平
均
利
潤
率
の
独
占
部
門
と
非
独
占
部
門
と
へ
の
二
分
化
で
あ
り
、
第
二
の
例
は
第
二
〇
章
に
お
い
て
カ
ル
テ
ル
が
恐
慌
を
な
く

さ
た
い
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
第
二
の
例
に
お
い
て
は
カ
ル
テ
ル
が
価
格
調
整
に
お
け
る
撹
乱
を
激
化
さ
せ
、
不
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

衡
を
増
大
さ
せ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
例
も
一
般
的
カ
ル
テ
ル
成
立
ま
で
の
経
過
中
に
お
げ
る
不
均
衡
で
あ
り
、

一
般
的
カ
ル
テ
ル
が
成
立
し
た
あ
か
つ
き
に
は
こ
の
不
均
街
は
と
り
除
か
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
一
般
的
カ
ル
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

ル
成
立
の
現
実
性
に
つ
い
て
は
杜
会
的
、
政
治
的
理
由
か
ら
否
定
さ
れ
て
は
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
し
か
し
論
理
上
の
基
本
的
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

方
ぱ
一
般
的
カ
ル
テ
ル
に
む
け
て
の
カ
ル
テ
ル
の
波
及
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
代
表
例
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
競
争
の
基
本
的
な
作
用
に
っ
い
て
の
理
解
は
不
均
衡
の
均
衡
化

作
用
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
競
争
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
理
解
の
し
か
た
は
ど
の
よ
う
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

　
第
一
は
、
部
門
内
競
争
の
欠
落
に
よ
る
諸
問
題
で
あ
る
。
次
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

¢
　
競
争
の
結
果
と
し
て
の
独
占
と
非
独
占
へ
の
両
極
分
解
の
説
明
の
欠
落
。
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
場
合
、
非
独
占
と
は
主
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

て
カ
ル
テ
ル
化
し
て
い
な
い
部
門
全
体
を
意
味
し
て
お
り
、
同
一
部
門
内
で
の
独
占
と
非
独
占
と
い
う
区
分
は
少
し
の
例
外
を
除
い

て
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
両
極
分
解
の
説
明
の
欠
如
は
、
不
均
街
の
均
衡
化
と
い
う
方
法
論
上
の
特
徴
と
も
関
連
し
て
い
る
。

　
　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
の
背
景
と
金
融
資
木
概
念
に
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
　
五
五
（
四
九
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
（
四
九
四
）

◎
　
独
占
問
、
金
融
資
本
間
の
矛
盾
の
見
落
し
。

　
　
利
潤
率
の
不
均
等
の
均
等
化
と
し
て
の
独
占
彩
成
の
説
明
で
は
、
独
占
成
立
後
の
独
占
部
門
の
高
利
潤
率
を
説
明
で
き
な
い
。

独
占
形
成
論
と
独
占
価
格
論
は
論
理
的
に
分
断
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
第
二
の
間
題
は
、
不
均
衡
の
均
衡
化
と
し
て
の
競
争
の
理
解
に
基
づ
く
間
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
独
占
問
、
金
融
資
本
問
の
矛
盾

が
見
落
と
さ
れ
、
つ
い
に
は
一
般
カ
ル
テ
ル
の
可
能
性
を
説
く
に
い
た
っ
た
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

　
こ
れ
ら
の
諾
間
題
は
後
ほ
ど
く
わ
し
く
検
討
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
四
　
利
潤
率

　
エ
ル
ス
ナ
ー
は
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
が
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
の
法
則
と
恐
慌
と
の
関
係
等
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
主
義
恐
慌
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

論
を
豊
か
に
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
エ
ル
ス
ナ
ー
の
評
価
は
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
エ
ル
ス
ナ
ー
の
評
価
を
例
と
し
て
と
り
あ
げ
た
の
は
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
が
『
金
融
資
本
論
』
の
中
で
使
っ
て
い
る

「
利
潤
率
」
な
る
用
語
の
内
容
を
よ
り
深
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
言
わ
ん
が
た
め
で
あ
っ
た
。
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
は
は

た
し
て
利
潤
率
と
い
亘
言
葉
で
平
均
利
潤
率
の
こ
と
を
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
利
潤
率
概
念
の
検
討
に
移
る
前
に
、
一
般
に
利
潤
率
た
る
用
語
が
多
様
た
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
お
か
な
げ
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
内
容
を
く
わ
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。

¢
　
剰
余
価
値
率
に
対
比
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
の
利
潤
率
（
昌
＼
ｏ
＋
く
）
。
こ
れ
は
利
潤
率
の
最
も
抽
象
的
な
観
定
で
あ
る
。

◎
　
年
利
潤
率
。
こ
れ
は
¢
の
利
潤
率
に
年
問
の
資
本
の
回
転
数
を
掛
げ
合
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　
平
均
利
潤
率



＠
　
各
特
殊
生
産
部
面
に
お
げ
る
利
潤
率
Ｈ
特
殊
的
利
潤
率

　
、
個
別
企
業
ご
と
の
利
潤
率
Ｈ
個
別
的
利
潤
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

＠
　
産
業
循
環
の
影
響
を
考
慮
に
ー
入
れ
た
論
理
段
階
で
の
利
潤
率
、
循
環
的
利
潤
率
と
体
制
的
利
潤
率
。

　
循
環
的
利
潤
率
は
各
循
環
局
面
の
利
潤
率
で
あ
り
、
体
制
的
利
潤
率
は
一
循
環
を
通
し
て
の
循
環
的
利
潤
率
の
平
均
で
あ
る
。

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
は
利
潤
率
な
る
言
葉
で
ど
の
よ
う
な
内
容
の
利
潤
率
を
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
内
容
は
い
つ
も
同
じ

も
の
を
さ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
含
め
て
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
利
潤
率
概
念
の
諸
特
徴
を
検
討
し
よ
う
。

　
第
一
の
特
徴
と
し
て
、
平
均
利
潤
率
は
部
門
問
競
争
の
媒
介
と
し
て
前
提
に
お
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
自
体
は
主
要
な
研
究

の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

　
平
均
利
潤
率
が
部
門
問
競
争
を
規
制
す
る
も
の
と
し
て
前
提
に
お
か
れ
て
い
る
点
に
っ
い
て
は
先
に
・
述
べ
た
例
一
、
例
二
、
例
三

を
ふ
り
返
っ
て
み
れ
ぱ
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
例
は
ヒ
ル
フ
ァ
デ
イ
ソ
グ
の
理
論
の
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
っ
た
。

　
間
題
は
平
均
利
潤
率
の
運
動
や
変
化
が
彼
の
研
究
対
象
に
な
っ
て
い
た
の
か
否
か
で
あ
る
。
筆
者
は
『
金
融
資
本
論
」
に
お
い
て

平
均
利
潤
率
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
所
を
二
箇
所
指
摘
で
き
る
。

　
第
一
の
箇
所
は
、
第
十
五
章
に
お
い
て
カ
ル
テ
ル
価
格
を
説
明
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
彼
は
、
カ
ル
テ
ル
価
格
は
理
論

的
に
は
費
用
価
格
に
平
均
利
潤
を
加
え
た
も
の
に
等
し
い
が
、
今
や
平
均
利
潤
率
そ
の
も
の
が
変
化
し
て
お
り
、
カ
ル
テ
ル
化
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
比
）

産
業
で
は
平
均
以
上
に
上
昇
し
、
非
カ
ル
テ
ル
産
業
で
は
平
均
以
下
に
下
落
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
た
し
か
に
こ
こ
で
は

平
均
利
潤
率
の
変
化
が
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
の
変
化
は
平
均
利
潤
率
の
両
極
分
解
が
独
占
に
・
よ
る
不
均
衡
化
と
し
て
説
明

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
平
均
利
潤
率
そ
の
も
の
が
傾
向
的
に
低
下
す
る
と
い
う
よ
う
な
変
化
と
は
性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ

　
　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
の
背
景
と
金
融
資
本
概
念
に
。
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
　
五
七
（
四
九
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
（
四
九
六
）

る
。
し
か
も
こ
の
不
均
衡
化
（
両
極
分
解
）
は
彼
の
部
門
内
競
争
を
欠
い
た
独
占
形
成
論
の
ゆ
え
に
誤
っ
た
形
も
し
く
伽
論
証
不
十

分
の
ま
ま
提
起
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
で
く
わ
し
く
述
べ
よ
う
。

　
第
二
の
箇
所
は
、
ニ
ル
ス
ナ
ー
が
評
価
し
た
第
十
七
章
に
お
け
る
利
潤
率
低
下
と
恐
慌
と
の
関
係
に
っ
い
て
ふ
れ
た
所
で
あ
る
。

　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

こ
こ
で
は
資
本
の
有
機
的
構
成
高
度
化
　
　
利
潤
率
低
下
　
　
投
資
停
滞
　
　
販
路
の
欠
乏
Ｈ
恐
慌
と
い
う
バ
タ
ー
ソ
が
示
さ
れ
、

一
見
エ
ル
ス
ナ
ー
の
評
価
が
正
し
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
よ
く
検
討
す
る
と
投
資
を
停
滞
に
導
く
よ
う
な
利
潤
率
の
低
下
は
、

産
業
循
環
の
影
響
を
捨
象
し
た
条
件
の
下
で
説
明
さ
れ
て
い
る
平
均
利
潤
率
の
低
下
と
い
う
抽
象
的
な
論
理
次
元
で
の
平
均
利
潤
率

で
は
た
い
は
ず
で
あ
る
。
投
資
を
直
接
規
制
す
る
利
潤
率
低
下
と
は
産
業
循
環
の
進
行
過
程
に
お
げ
る
価
格
変
動
を
含
む
、
現
実
の

利
潤
率
１
１
循
環
的
利
潤
率
で
な
げ
れ
ば
た
ら
な
い
。
だ
か
ら
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
も
す
ぐ
三
ぺ
ー
ジ
ほ
ど
後
で
先
の
パ
タ
ー
ソ
を
具

体
的
に
説
明
す
る
に
際
し
て
は
、
有
機
的
構
成
の
高
度
下
に
よ
る
利
潤
率
の
低
下
に
賃
金
や
利
子
率
の
変
動
ま
で
を
つ
げ
加
え
て
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

潤
率
の
低
下
を
説
く
の
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
抽
象
的
な
論
理
次
元
の
利
潤
率
の
低
下
の
法
則
に
、
競
争
論
次
元
で
の
利
潤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

率
低
下
の
諾
要
因
を
機
械
的
に
っ
ぎ
た
し
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
恐
慌
と
の
関
係
で
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ

が
述
べ
て
い
る
利
潤
率
は
む
し
ろ
循
環
的
利
潤
率
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
平
均
利
潤
率
を
扱
っ
て
い
る
と
は
言
い
切

れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
検
討
に
よ
り
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
が
平
均
利
潤
率
の
運
動
、
変
化
を
主
要
た
研
究
課
題
に
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
た
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
の
特
徴
は
、
競
争
の
分
析
に
お
い
て
部
門
間
競
争
を
主
廟
に
す
え
た
こ
と
と
裏
腹
の
関
係
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
だ
が
、
彼

が
扱
っ
た
利
潤
率
は
特
殊
的
利
潤
率
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。



　
例
え
ぼ
、
先
の
例
一
、
に
お
い
て
部
門
問
の
利
潤
率
の
差
の
克
服
過
程
と
し
て
独
占
の
形
成
を
説
く
場
合
の
利
潤
率
は
、
ま
さ
に

固
定
資
本
の
巨
大
な
特
定
の
都
門
の
特
殊
的
利
潤
率
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
二
、
例
三
、
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が

言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
恐
慌
理
論
に
お
い
て
も
特
殊
的
利
潤
率
の
不
均
等
が
部
門
問
の
不
均
衡
に
導
き
、
そ
れ
が
恐
慌
の
原
因
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
！
９
）

な
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
の
特
徴
は
、
部
門
内
競
争
の
軽
視
と
あ
い
ま
っ
て
個
別
的
利
潤
率
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

あ
え
て
例
を
あ
げ
れ
ぼ
、
第
十
九
章
の
冒
頭
で
恐
慌
直
後
の
時
期
に
１
は
個
別
部
門
内
で
技
術
的
に
も
っ
と
も
生
産
能
力
の
あ
る
企
業

で
は
一
応
利
潤
が
あ
が
り
、
そ
の
一
部
が
蓄
積
さ
れ
う
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
四
の
特
徴
と
し
て
は
、
循
環
的
利
潤
率
に
つ
い
て
の
言
及
が
ず
い
ぶ
ん
多
く
、
ま
た
こ
の
点
で
は
我
々
が
メ
リ
ヅ
ト
と
し
て
引

き
っ
ぐ
べ
き
も
の
が
数
多
く
見
ら
れ
る
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
十
七
章
「
恐
慌
の
諾
原
因
」
で
用
い
ら
れ
て
い
る
利
潤
率
の
大
半
が
循
環
的
利
潤
率
を
さ
す
の
は
当
然
で
あ
る
と
し
て
も
、
第

十
一
章
に
お
い
て
特
殊
的
利
潤
率
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
利
潤
率
の
中
に
も
も
う
一
方
の
側
面
と
し
て
循
環
的
利
潤
率
の
意
を

含
ん
だ
用
語
が
み
ら
れ
る
。

　
例
を
あ
げ
て
み
ょ
う
。
先
に
述
べ
た
例
一
、
で
は
固
定
資
木
巨
大
化
の
た
め
特
定
部
門
（
重
工
業
）
の
資
本
流
出
が
困
難
に
な
り
、

そ
の
部
門
で
は
長
期
に
渡
っ
て
利
潤
率
が
平
均
以
下
と
な
り
、
そ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
独
占
が
形
成
さ
れ
利
潤
率
が
回
復
さ
れ
る
、

と
説
か
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
の
利
潤
率
が
特
殊
的
利
潤
率
を
意
味
し
て
い
る
点
に
っ
い
て
は
先
に
述
べ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
重
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

業
部
門
で
利
潤
率
が
平
均
以
下
に
下
落
す
る
の
は
不
況
期
で
あ
り
、
逆
に
繁
栄
期
に
は
平
均
以
上
に
上
昇
す
る
。
こ
の
点
に
っ
い
て

は
同
じ
章
の
す
ぐ
後
の
部
分
で
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
自
身
が
景
気
循
環
の
利
潤
率
へ
の
影
響
を
部
門
ご
と
に
考
察
し
な
が
ら
述
ベ

　
　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
の
背
景
と
金
融
資
本
概
念
に
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
　
五
九
（
四
九
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
（
四
九
八
）

　
　
（
２
１
）

て
い
る
。
こ
の
点
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
例
一
で
い
う
利
潤
率
の
低
下
と
は
重
工
業
部
門
の
不
況
期
の
利
潤
率
で
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
、
し
た
が
っ
て
同
利
潤
率
は
実
質
的
に
は
一
方
で
特
殊
的
利
潤
率
で
あ
り
た
が
ら
、
同
時
に
他
方
で
は
循
環
的
利
潤
率
で
あ
る
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
例
一
、
で
の
利
潤
率
を
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
独
占
形
成
論
と
独
占
価
格
論
と
の
論
理
的
不
連
続
性
、
っ
ま
り
、

独
占
形
成
論
に
お
げ
る
平
均
利
潤
率
の
回
復
が
な
ぜ
独
占
価
格
論
で
の
平
均
以
上
の
利
潤
率
に
結
び
つ
く
か
と
い
う
問
題
を
解
く
鍵

が
得
ら
れ
る
。
不
況
期
に
は
平
均
以
下
で
あ
る
重
工
業
で
平
均
ま
で
回
復
し
た
と
す
る
奮
ば
・
繁
栄
碧
は
ピ
も
と
平
均
握

で
あ
る
同
部
門
の
利
潤
率
は
さ
ら
に
高
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
循
環
全
体
を
通
し
て
平
均
し
た
同
部
門
の
利
潤
率
は
他
部
門

の
循
環
全
体
の
平
均
を
上
廻
る
で
あ
ろ
う
。
筆
者
に
は
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
り
先
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

－
う
に
思
わ
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
が
循
環
的
利
潤
率
を
述
べ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
多
く

の
内
容
を
く
み
と
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
五
の
特
徴
は
、
国
別
利
潤
率
の
較
差
が
ど
り
あ
げ
ら
れ
、
資
本
輸
出
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
レ
ー
ニ

ソ
に
引
き
つ
が
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
く
わ
し
く
述
べ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
利
潤
率
概
念
の
内
に
は
実
に
多
様
な
内
容
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
内
循
環
的
利
潤
率
を

扱
っ
た
箇
所
に
は
き
わ
め
て
多
く
の
メ
リ
ツ
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
の
に
反
し
、
特
殊
的
利
潤
率
を
扱
っ
た
箇
所
は
均
衡
論
的
性
格
が

強
く
、
せ
っ
か
く
の
独
占
形
成
に
よ
る
矛
盾
と
し
て
の
独
占
部
門
と
非
独
占
部
門
と
へ
の
平
均
利
潤
率
の
二
分
化
び
説
明
も
、
カ
ル

テ
ル
波
及
の
結
果
と
し
て
の
一
般
的
カ
ル
テ
ル
成
立
に
よ
る
再
均
衡
化
を
想
定
し
た
が
ゆ
え
に
そ
の
功
績
が
減
殺
さ
れ
て
い
る
。
ま



た
資
本
主
義
的
蓄
積
が
自
ら
生
み
だ
す
矛
盾
と
し
て
の
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
に
っ
い
て
は
正
し
く
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら

の
点
は
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
独
占
理
論
の
大
き
な
弱
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
倒
　
独
　
占

　
こ
こ
で
は
独
占
に
っ
い
て
の
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
考
え
方
を
検
討
し
、
併
せ
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
る
べ
き
か
に

つ
い
て
の
筆
者
の
考
え
を
明
ら
か
に
す
る
。
産
業
と
銀
行
と
に
１
分
け
て
検
討
し
よ
う
。

　
　
い
　
産
業
に
お
げ
る
独
占

　
ま
ず
独
占
の
形
成
に
っ
い
て
検
討
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

　
最
初
に
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
見
解
の
要
旨
を
紹
介
す
る
。

　
　
資
本
主
義
経
済
の
発
展
に
よ
る
固
定
資
本
部
分
の
増
大
は
利
潤
率
の
平
等
を
そ
こ
な
う
二
っ
の
障
害
を
生
む
。
第
一
は
一
度
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

　
下
し
た
ら
資
本
の
移
動
が
困
難
た
こ
と
、
第
二
は
資
本
の
絶
対
量
の
増
大
、
の
二
つ
で
あ
る
。
こ
の
障
害
は
資
本
の
動
員
に
よ
り

　
一
応
解
決
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
平
等
が
保
障
さ
れ
る
の
は
株
主
に
対
し
て
で
あ
っ
て
、
株
式
会
杜
の
現
実
資
本
の
利
潤

　
率
は
不
平
等
の
ま
ま
残
る
。
と
こ
ろ
が
資
本
の
動
員
と
同
時
に
発
展
す
る
資
本
の
結
合
は
、
投
下
さ
れ
る
べ
き
資
本
の
大
き
さ
の

　
障
害
を
克
服
し
、
大
量
の
資
本
流
入
を
可
能
と
す
る
が
、
今
度
は
逆
に
固
定
資
本
の
巨
大
さ
の
ゆ
え
に
資
本
流
出
が
困
難
に
な
り
、

　
ま
た
大
経
営
ど
う
し
の
闘
争
で
は
資
本
破
壊
も
困
難
に
な
る
こ
と
も
て
っ
だ
っ
て
、
こ
の
都
門
で
は
長
期
的
に
利
潤
率
が
平
均
以

　
下
に
低
下
し
、
そ
の
克
服
策
と
し
て
独
占
的
結
合
が
生
ま
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
独
占
形
成
の
説
明
は
、
第
一
に
１
部
門
内
競
争
の
検
討
を
欠
い
て
い
る
が
ゆ
え
に
不
正
確
で
あ

る
。
例
え
ぱ
、
彼
は
利
潤
率
の
低
い
も
う
一
つ
の
部
門
と
し
て
所
要
資
本
の
小
さ
い
個
人
所
有
部
門
を
あ
げ
、
そ
こ
で
は
悲
痛
な
競

　
　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
の
背
景
と
金
融
資
本
概
念
に
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
　
六
一
（
四
九
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
（
五
〇
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

争
戦
が
く
り
返
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
い
っ
ま
で
も
独
占
に
向
か
わ
な
い
、
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
両
部
門
が
独
占
化
す
る
か
、
非

独
占
の
ま
ま
と
ど
ま
る
か
を
決
め
る
も
の
は
部
門
内
競
争
の
状
態
の
ち
が
い
で
あ
る
。

　
第
二
の
間
題
は
、
利
潤
率
の
低
下
と
独
占
形
成
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
が
利
潤
率
の
低
下
を
克
服
す

る
も
の
と
し
て
独
占
の
彫
成
を
説
い
て
い
る
こ
と
に
っ
い
て
は
、
独
占
を
防
衛
的
な
も
の
と
し
て
弁
護
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
批

　
　
　
　
　
　
　
（
２
７
）

判
が
た
さ
れ
て
き
た
。
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
が
利
潤
率
の
低
い
部
門
か
ら
独
占
が
生
ま
れ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
企
業
連
合
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
８
）

成
を
循
環
局
面
ご
と
に
考
察
し
た
例
か
ら
も
明
ら
か
な
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
独
占
の
形
成
の
説
明
に
は
利
潤
率
の
低
下
は
必
ず
し

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

も
必
要
条
件
で
は
な
い
。
高
い
利
潤
率
か
ら
独
占
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
し
、
．
実
際
に
は
そ
の
方
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

を
あ
え
て
利
潤
率
の
低
下
か
ら
説
明
し
た
と
こ
ろ
に
先
の
「
防
衛
的
」
と
い
う
批
判
が
生
ま
れ
る
ゆ
え
ん
が
あ
る
。

　
む
し
ろ
独
占
の
形
成
で
問
題
に
す
べ
き
利
潤
率
の
低
下
は
平
均
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
問
題
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
こ

の
法
則
と
独
占
形
成
の
関
係
の
検
討
を
通
じ
て
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
独
占
形
成
論
の
ど
の
部
分
を
引
き
っ
ぐ
べ
き
か
を
検
討
し

よ
う
。

　
筆
者
は
、
平
均
利
潤
率
の
低
下
と
独
占
形
成
の
関
係
で
は
、
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
十
五
章
「
法
則
の
内
的
諸
矛
盾

の
展
開
」
で
述
べ
た
考
え
方
を
引
き
っ
ぎ
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
簡
単
に
マ
ル
ク
ス
の
考
え
方
に
ふ
れ
て
お

こ
う
。
右
の
章
は
か
な
り
難
解
た
箇
所
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
一
つ
の
命
題
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則
は
、
利
潤
率
の
低
下
を
量
の
増
大
で
補
お
う
と
す
る
競
争
を
助
長
し
、
一
方
で
は
そ
の
過
程
で
小

資
本
家
が
収
奪
さ
れ
、
他
方
で
は
利
潤
率
の
低
下
を
自
已
の
分
量
で
補
い
え
な
い
よ
う
な
小
資
本
の
過
剰
を
生
み
だ
す
。



　
こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
小
資
本
家
の
収
奪
と
は
部
門
内
競
争
の
結
果
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
資
本
の
集
中
が
進
む
と

考
え
ね
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
筆
老
は
独
占
の
形
成
は
部
門
問
利
潤
率
較
差
の
均
衡
回
復
か
ら
で
は
な
く
、
同
一
部
門
内
に
お
け

る
利
潤
率
の
両
極
分
解
と
そ
の
固
定
化
の
過
程
か
ら
説
明
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　
固
定
資
本
の
巨
大
化
は
平
均
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
を
引
き
お
こ
し
、
こ
の
利
潤
率
の
低
下
は
固
定
資
本
の
拡
大
を
い
っ
そ
う
促

進
す
る
。
こ
の
競
争
戦
の
中
で
、
一
方
で
の
平
均
利
潤
率
の
低
下
に
よ
る
資
本
増
殖
へ
の
圧
迫
と
、
他
方
で
の
必
要
資
本
量
の
増
大

か
ら
個
別
的
利
潤
率
の
低
い
企
業
が
競
争
に
耐
え
き
れ
な
く
な
り
没
落
す
る
一
方
、
個
別
的
利
潤
率
の
高
い
企
業
で
は
没
落
企
業
の

吸
収
等
を
通
じ
て
集
中
が
進
み
、
両
極
分
解
が
進
行
、
固
定
化
し
独
占
に
む
か
っ
て
っ
き
進
ん
で
ゆ
く
。
こ
の
過
程
は
自
由
競
争
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）

時
代
か
ら
く
り
返
さ
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
集
中
が
独
占
に
転
化
す
る
に
，
は
部
門
内
競
争
の
制
限
が
可
能
な
限
界
点
を
突
破

し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
パ
こ
の
よ
う
な
両
極
分
解
を
促
進
し
、
固
定
化
す
る
契
機
と
し
て
の
恐
慌
の
作
用
を
検
討
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
前

節
で
検
討
し
た
ご
と
く
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
イ
ソ
グ
が
い
う
固
定
資
本
の
巨
大
部
門
で
の
長
期
的
低
利
潤
率
が
も
し
不
況
局
面
で
の
低
利

潤
率
を
さ
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
低
利
潤
率
は
部
門
内
競
争
に
ー
お
い
て
も
決
定
的
に
重
要
な
意
義
を
も
っ
で
あ
ろ
う
。
循

環
的
利
潤
率
は
不
況
局
面
で
は
体
制
的
利
潤
率
よ
り
低
い
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
不
況
局
面
で
の
特
殊
的
利
潤
率
を
検
討
す
る
な
ら

ば
、
固
定
資
本
の
巨
大
な
部
門
で
は
他
部
門
と
く
ら
べ
て
平
均
以
下
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
１
同
時
期
の
同
部
門
で
の
個
別
的
利
潤
率
を

検
討
す
れ
ぼ
、
個
別
的
利
潤
率
の
低
い
企
業
で
の
利
潤
率
の
低
下
は
最
も
は
げ
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
企
業
が
競
争
で

う
ち
ま
か
さ
れ
る
可
能
性
は
非
常
に
１
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
ヒ
ル
フ
ァ
デ
イ
ソ
グ
が
不
況
期
の
重
工
業
部
門
か
ら
独
占
の
形
成
を
説

　
　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
の
背
景
と
金
融
資
本
概
念
に
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
　
六
三
（
五
〇
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
（
五
〇
二
）

明
し
た
と
し
て
も
、
事
実
間
題
と
し
て
は
不
思
議
で
は
な
い
。
但
し
理
論
的
に
は
彼
の
弱
点
は
克
服
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。

　
次
に
独
占
の
「
波
及
」
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
は
、
ヵ
ル
テ
ル
の
「
波
及
」
に
っ
い
て
、
あ
る
部
門
で
ヵ
ル
テ
ル
が
成
立
す
る
と
関
連
す
る
他
の
部
門
で
利

潤
率
の
低
下
が
お
こ
。
り
、
そ
の
低
下
を
克
服
す
る
た
め
に
そ
の
部
門
も
カ
ル
テ
ル
化
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
く
り
返
さ
れ
て
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
１
）

部
門
に
カ
ル
テ
ル
が
波
及
し
て
ゆ
く
、
と
主
張
し
て
い
る
。

　
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
考
え
方
は
部
門
内
競
争
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
資
本
集
中
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な

い
占
州
で
誤
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
は
カ
ル
テ
ル
化
に
は
限
界
は
な
く
、
全
部
門
の
カ
ル
テ
ル
化
も
可
能
と
考
え

て
い
る
が
、
現
実
に
は
彼
自
身
認
め
て
い
る
ご
と
く
、
所
要
資
本
の
小
さ
い
個
人
所
有
部
門
で
は
た
と
え
利
潤
率
が
低
く
と
も
悲
痛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
）

な
競
争
戦
が
く
り
広
げ
ら
れ
て
げ
っ
し
て
カ
ル
テ
ル
化
す
る
こ
と
は
な
い
。
カ
ル
テ
ル
が
「
波
及
」
す
る
た
め
に
も
資
本
集
中
の
一

定
の
到
達
度
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
カ
ル
テ
ル
の
「
波
及
」
と
い
う
言
葉
は
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
彼
が
言
う
「
波
及
」
現
象
に
つ
い
て
も
基
本

的
に
は
独
占
形
成
の
論
理
を
も
っ
て
説
明
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
但
し
、
資
本
集
中
に
お
い
て
独
占
化
の
条
件
が
整
っ
た
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

ろ
で
は
、
彼
が
い
う
よ
う
な
利
潤
率
の
低
下
を
契
機
に
し
て
ヵ
ル
テ
ル
化
す
る
可
能
性
は
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ヵ
ル
テ
ル
化
の
熱
齢

と
し
て
は
低
下
し
た
利
潤
率
の
回
復
と
い
う
目
的
は
十
分
検
討
さ
れ
な
げ
れ
ほ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
独
占
価
格
論
の
検
討
に
移
ろ
う
。

　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
は
第
十
一
章
に
お
い
て
、
固
定
資
本
の
巨
大
な
部
門
の
長
期
的
低
利
潤
率
の
平
均
へ
の
回
復
と
し
て
独
占
の



形
成
を
説
い
た
後
、
第
十
五
章
で
独
占
価
格
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
簡
単
に
要
旨
を
紹
介
し
よ
う
。

　
　
カ
ル
テ
ル
波
及
の
過
程
で
そ
の
進
展
が
妨
げ
ら
れ
た
時
（
す
な
わ
ち
カ
ル
テ
ル
部
門
と
非
カ
ル
テ
ル
部
門
と
が
併
存
し
て
い
る

　
時
）
、
平
均
利
潤
率
は
二
分
さ
れ
、
以
前
の
平
均
利
潤
率
以
上
の
平
均
利
潤
を
含
む
カ
ル
テ
ル
価
格
が
成
立
す
る
。
カ
ル
テ
ル
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
３
）

　
格
は
理
論
的
に
は
費
用
価
格
十
平
均
利
潤
で
あ
る
が
、
今
や
平
均
利
潤
率
は
カ
ル
テ
ル
部
門
と
非
カ
ル
テ
ル
部
門
と
で
は
異
な
っ

　
た
大
き
さ
と
な
り
、
前
者
で
は
平
均
以
上
に
、
後
者
で
は
平
均
以
下
に
な
る
。
そ
の
際
カ
ル
テ
ル
価
格
に
。
は
一
定
の
限
界
が
あ
り
、

　
¢
非
カ
ル
テ
ル
産
業
に
生
産
継
続
が
可
能
な
最
低
の
利
潤
率
を
保
障
す
る
こ
と
、
　
直
接
生
産
的
で
な
い
諸
階
級
の
所
得
の
大
き

　
さ
、
と
い
う
二
つ
の
条
件
に
よ
り
制
限
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
説
明
は
た
ち
ま
ち
次
の
よ
う
な
二
っ
の
疑
問
に
っ
き
あ
た
る
。
第
一
は
、
平
均
利
潤
率
を
回

復
す
る
た
め
の
独
占
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
平
均
以
上
の
独
占
利
潤
を
手
に
入
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
第
二
は
、
独
占
価

格
は
ど
の
よ
う
に
し
て
き
ま
る
の
か
、
独
占
利
潤
全
体
の
限
界
は
二
つ
の
条
件
に
よ
り
観
定
さ
れ
る
に
し
て
も
、
個
々
の
独
占
価
格

は
ま
っ
た
く
上
限
が
な
い
の
か
否
か
と
い
う
間
題
で
あ
る
。

　
第
一
の
問
題
に
っ
い
て
は
、
前
節
で
述
べ
た
ご
と
く
、
独
占
形
成
の
説
明
に
お
げ
る
利
潤
率
を
不
況
期
の
当
該
都
門
の
循
環
的
利

潤
率
と
解
釈
す
る
こ
と
が
ゆ
る
さ
れ
る
な
ら
ぱ
簡
単
に
－
解
決
が
っ
く
。
す
な
わ
ち
、
固
定
資
本
の
巨
大
な
部
門
の
特
殊
的
循
環
的
利

潤
率
は
不
況
期
に
は
平
均
的
な
循
環
的
利
潤
率
よ
り
低
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
独
占
価
格
に
よ
り
平
均
的
な
循
環
的
利
潤
率
ま

で
高
め
ら
れ
、
な
お
か
っ
そ
の
独
占
価
格
が
産
業
循
環
の
全
局
面
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
部
門
の
全
循
環
を
通
じ

て
の
利
潤
率
は
当
然
他
部
門
の
平
均
よ
り
は
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
の
間
題
に
。
つ
い
て
も
、
右
の
よ
う
た
解
釈
が
ゆ
る
さ
れ
る
な
ら
、
ま
た
別
の
問
題
を
は
ら
み
な
が
ら
も
、
一
応
の
解
決
は
つ

　
　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
び
『
金
融
資
本
論
』
の
背
景
と
金
融
資
本
概
念
に
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
　
六
五
（
五
〇
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
（
五
〇
四
）

く
。
別
の
問
題
に
・
っ
い
て
は
後
に
１
ゆ
ず
る
と
し
て
、
そ
の
場
合
独
占
価
格
は
不
況
期
に
も
あ
る
一
定
の
利
潤
率
（
こ
の
場
合
は
不
況
期

の
平
均
的
な
利
潤
率
）
を
保
障
す
る
よ
う
な
水
準
に
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
ゲ
な
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
は
、
現
在
の
管
理
価
格
と

大
変
良
く
似
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
変
興
味
の
あ
る
考
え
方
で
あ
る
。

　
こ
の
場
合
、
個
々
の
独
占
利
潤
の
上
限
は
不
況
期
の
特
殊
的
循
環
的
利
潤
率
と
平
均
的
な
循
環
的
利
潤
率
の
差
に
よ
っ
て
規
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
エ
ル
ス
ナ
ー
は
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
が
純
粋
な
独
占
価
格
に
は
そ
れ
を
規
制
す
る
客
観
的
な
法
則
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
４
）

上
限
も
な
い
と
主
張
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
エ
ル
ス
ナ
ー
の
誤
解
で
あ
ろ
う
。
エ
ル
ス
ナ
ー
が
根
拠
に
し

た
箇
所
で
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
が
い
っ
て
い
る
純
粋
な
独
占
価
格
と
は
心
理
学
派
が
言
う
独
占
価
格
の
こ
と
（
例
え
ば
骨
董
品
の
価
格
）

・
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
５
）

で
あ
り
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
は
こ
れ
を
ヵ
ル
テ
ル
価
格
か
ら
区
別
す
べ
き
こ
と
を
注
意
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
さ
き
ほ
ど
後
に
ゆ
ず
る
と
述
べ
た
問
題
に
移
ろ
う
。
そ
れ
は
筆
者
の
よ
う
に
理
解
し
た
独
占
価
格
決
定
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
は

は
た
し
て
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
間
題
で
あ
る
。
・
現
在
こ
の
間
題
に
つ
い
て
の
主
要
な
考
え
方
は
参
入
阻
止
の
条
件
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
（
３
６
）

説
明
さ
れ
て
い
ゐ
。
参
入
阻
止
価
格
論
に
お
い
て
は
独
占
は
参
入
を
阻
止
し
う
る
限
界
ま
で
価
格
を
吊
り
上
げ
る
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
独
占
価
格
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
筆
者
の
よ
う
に
解
釈
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
独
占
価
格
は
防
衛
的
側

面
が
や
は
り
残
る
が
参
入
阻
止
価
格
論
で
は
独
占
価
格
が
き
わ
め
て
攻
勢
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ

う
な
ち
が
い
が
出
て
く
る
根
本
に
は
、
独
占
形
成
理
論
の
ち
が
い
が
横
た
わ
っ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
筆
者
は
参
入
阻
止
価
格

論
の
方
が
よ
り
現
実
を
良
く
説
明
し
得
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
点
か
ら
も
ヒ
ル
フ
ァ
デ
イ
ソ
グ
の
独
占
形
成
論
の
誤
り
が
指
摘
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
独
占
の
成
立
は
利
潤
率
の
両
極
分
解
と
そ
の
固
定
化
か
ら
説
明
し
な
げ
れ
ほ
な
ら
な
い
と
考
え

－



●

る
ゆ
え
ん
が
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
が
独
占
利
潤
を
全
体
量
に
１
お
い
て
で
は
あ
る
が
限
定
し
た
こ
と
は
、
独
占
の
支
配
の
下
で
の
利

潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則
の
解
明
に
有
力
な
手
が
か
り
を
与
え
る
。
独
占
利
潤
の
源
泉
が
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
が
あ
げ
た
も
の
に
１

限
ら
な
い
と
い
う
間
題
を
別
に
す
れ
ぼ
、
独
占
利
潤
と
い
え
ど
も
終
極
的
に
は
価
値
法
則
に
規
制
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

と
い
え
よ
う
。

　
最
後
に
、
独
占
価
格
体
系
に
っ
い
て
、
筆
者
は
独
占
価
格
、
下
請
価
格
、
非
独
占
価
格
の
三
っ
に
分
げ
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
今
ま
で
あ
ま
り
と
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
下
請
価
格
に
つ
い
て
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
叙
述
の
中
か
ら
ヒ
ソ
ト
を
得
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
７
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
８
）

い
。
彼
は
独
占
に
支
配
さ
れ
た
部
門
の
利
潤
が
監
督
報
酬
化
す
る
こ
と
や
、
利
子
率
を
保
障
す
る
限
度
ま
で
引
下
げ
ら
れ
る
こ
と
を

述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
指
摘
は
今
後
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
○
　
銀
行
に
お
け
石
独
占

　
『
金
融
資
本
論
』
の
大
半
が
信
用
関
係
の
分
析
に
あ
て
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
中
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
信
用
の
機
能
分
析

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
は
銀
行
に
お
け
る
独
占
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
説
明
を
与
え
て

、
い
な
い
」

　
す
で
に
「
競
争
」
の
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
、
彼
が
解
明
し
た
銀
行
に
お
げ
る
自
己
資
本
形
成
の
機
構
は
銀
行
分
野
へ
の
他
部
門

。
か
ら
の
資
本
の
流
入
と
流
出
の
機
構
で
あ
っ
た
。
要
旨
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
流
入
に
つ
い
て
は
、
例
三
、
で
述
べ
た
ご
と
く
銀
行
の
利
得
額
（
信
用
媒
介
、
発
行
活
動
、
投
機
利
得
等
の
令
計
）
を
平
均
利
潤
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
９
）

　
で
割
っ
た
額
を
限
度
と
し
て
自
己
資
本
の
充
実
が
は
か
ら
れ
る
。

　
　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
の
背
景
と
金
融
資
本
概
念
に
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
　
六
七
（
五
〇
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
（
五
〇
六
）

　
　
流
出
に
つ
い
て
は
、
巨
大
産
業
で
は
資
本
が
固
定
資
本
に
繋
縛
さ
れ
て
い
る
の
に
く
ら
べ
て
、
銀
行
に
お
い
て
は
資
本
が
貨
幣

　
形
態
で
保
持
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
過
剰
資
本
は
容
易
に
流
出
し
、
し
た
が
っ
て
銀
行
部
門
で
は
「
過
剰
生
産
」
も
な
く
倒
産

　
も
な
い
。
倒
産
は
産
業
的
過
剰
生
産
ま
た
は
過
剰
投
機
の
結
果
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
は
貨
幣
形
態
に
お
け
る
銀
行
資
本
の
欠
乏
と
し

　
　
　
　
（
４
０
）

　
て
現
れ
る
。

　
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
部
門
間
競
争
の
結
果
と
し
て
の
銀
行
資
本
の
適
正
量
へ
の
自
動
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
疑
間
を
も
つ
。

　
第
一
に
、
銀
行
資
本
の
部
門
外
流
出
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
。
実
際
に
考
え
ら
れ
る
の
は
預
金
の
大
量
引
出
し
と
減

資
措
置
で
あ
る
が
、
信
用
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
銀
行
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
れ
ば
ま
さ
に
破
産
を
意
味
す
る
。
ま
た
銀
行
資
本

は
貨
幣
形
態
で
保
持
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
各
種
の
貸
付
金
や
投
機
対
象
物
件
に
転
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
資
本
流
出

の
た
め
に
は
そ
れ
ら
の
現
金
化
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
が
例
と
し
て
あ
げ
た
産
業
的
過
剰
生
産
や
過
剰
投
機
に
ょ
る
倒
産
こ
そ
銀
行
部
門
に
お
げ
る
過
剰

資
本
が
整
理
さ
れ
る
典
形
的
な
形
態
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
形
態
こ
そ
銀
行
部
門
に
お
け
る
競
争
形
態
の
特
殊
性
を
示
す
も
の
で
あ

っ
て
競
争
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
も
の
で
は
た
い
。

　
も
っ
と
も
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
が
こ
れ
ら
の
倒
産
例
を
例
外
的
と
み
な
し
た
の
は
、
銀
行
部
門
で
の
資
本
過
剰
の
判
断
基
準
を

利
潤
率
に
求
め
た
か
ら
で
あ
る
。
っ
ま
り
銀
行
部
門
で
は
産
業
の
よ
う
た
価
格
下
落
に
な
や
ま
さ
れ
る
こ
と
な
く
確
実
に
利
得
が
得

ら
れ
、
銀
行
経
営
が
採
算
点
以
下
へ
の
利
潤
率
の
下
落
に
よ
っ
て
困
難
に
お
ち
入
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た

　
　
　
（
４
１
）

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
必
要
た
利
潤
率
は
確
保
さ
れ
な
が
ら
も
、
資
金
繰
り
の
ゆ
き
づ
ま
り
か
ら
生
じ
る
倒
産
は
彼
の
基
準
か
ら

す
れ
ば
例
外
的
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。



　
こ
こ
で
も
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
が
競
争
を
利
潤
率
を
め
ぐ
る
部
門
問
の
資
本
移
動
と
し
て
の
み
と
ら
、
ブ
一
て
お
り
、
資
本
集
中
を
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
２
）

み
だ
す
部
門
内
競
争
に
１
否
定
的
で
あ
る
の
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
緕
果
、
銀
行
聞
の
協
力
　
　
一
っ
の
中
央
銀
行
と
い
う
展
望

に
っ
た
が
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
協
力
関
係
が
生
じ
る
基
盤
こ
そ
問
題
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
産
業
と
同
じ
よ
う
に
資

本
集
中
の
一
定
の
到
達
点
が
前
提
さ
れ
な
け
れ
ぼ
そ
の
よ
う
な
協
力
関
係
は
生
じ
な
い
。

　
次
に
一
銀
行
に
お
け
る
資
本
集
中
と
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則
と
の
関
係
を
検
討
し
よ
う
。
こ
の
関
係
に
、
つ
い
て
は
従
来
ほ

と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
し
、
ヒ
ル
フ
ア
デ
イ
ソ
グ
に
も
こ
の
よ
う
な
問
題
提
起
は
み
あ
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
筆
者
も
両
者

の
聞
を
む
り
に
緒
び
っ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
こ
に
な
ん
ら
か
の
関
連
性
が
あ
る
の
か
否
か
も
含
め
て
一
定
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
以
下
、
今
後
の
検
討
の
た
め
に
論
点
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
・
銀
行
に
お
け
る
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
は
こ
の
際
間
題
に
１
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
銀
行
都
門
で
は
剰
余
価
値
は

生
産
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
た
だ
資
本
額
に
応
じ
て
そ
の
配
分
に
１
あ
ず
か
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
問
題
は
銀
行
へ
の
投
下
資
本

総
額
が
・
杜
会
全
体
の
投
下
資
本
総
額
に
対
し
て
し
め
る
比
率
で
あ
る
。
こ
の
比
率
が
増
大
す
れ
ば
、
銀
行
を
も
含
め
て
配
分
さ
れ

た
後
の
利
潤
率
は
低
下
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
逆
の
場
合
は
上
昇
す
る
。

　
そ
こ
で
間
題
を
産
業
に
お
け
る
平
均
利
潤
率
の
低
落
が
生
み
だ
す
諾
結
果
が
、
銀
行
に
・
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
間

題
に
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
に
、
利
子
率
の
上
限
は
当
然
低
下
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
ｔ
の
こ
と
は
銀
行
の
利
潤
率
を
低
下
さ
せ
る
と
は
必
ず
し

も
い
え
な
い
。
銀
行
利
得
の
大
き
さ
は
利
子
率
の
絶
対
値
に
で
は
な
く
、
貸
出
し
利
子
率
と
預
金
利
子
率
と
の
差
に
・
依
存
す
る
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
『
金
顧
資
本
論
』
の
背
景
と
金
融
資
本
概
念
に
っ
い
て
（
田
中
）
　
　
　
六
九
（
五
〇
七
）
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命
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五
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第
二
に
、
銀
行
が
配
分
に
あ
ず
か
る
平
均
利
潤
率
は
低
下
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
銀
行
部
門
に
お
げ
る
資
本
集
中
を
促
進
す
る

可
能
性
に
‘
っ
い
て
は
慎
重
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ヒ
ル
フ
ァ
デ
イ
ソ
グ
の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
可
能
性
は
否
定
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、
銀
行
利
得
は
い
っ
も
保
障
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
資
本
の
方
が
銀
行
利
得
を
基
準
に
調
整
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　
第
三
に
、
こ
の
法
則
が
産
業
に
お
げ
る
資
本
の
両
極
分
解
を
促
進
す
る
と
す
れ
ば
、
破
産
企
業
の
整
理
等
を
通
じ
て
銀
行
の
産
業

支
配
の
傾
向
が
強
ま
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
四
に
、
平
均
利
潤
率
の
低
下
は
産
業
で
競
争
に
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た
小
資
本
が
銀
行
の
手
に
集
中
さ
れ
る
の
を
促
進
す
る
で

あ
ろ
う
。

　
第
五
に
、
杜
会
全
体
と
し
て
投
資
誘
因
が
弱
ま
り
、
資
本
が
貨
幣
形
態
で
銀
行
の
手
に
集
中
す
る
傾
向
が
生
じ
る
で
か
ろ
う
。

　
第
六
に
、
平
均
利
潤
率
の
便
向
的
低
下
の
過
程
で
株
式
会
杜
制
度
が
鷹
展
す
る
と
す
れ
ば
、
一
っ
に
は
銀
行
の
手
に
集
中
さ
れ
た

貨
幣
資
本
の
株
式
投
資
を
通
じ
て
、
二
っ
に
は
発
行
活
動
を
通
じ
て
銀
行
と
産
業
と
の
結
び
っ
き
は
強
ま
る
で
あ
ろ
う
・

　
第
七
に
、
株
式
投
機
を
め
ぐ
る
銀
行
問
の
競
争
の
激
化
は
銀
行
に
お
げ
る
集
中
を
促
進
す
る
で
あ
ろ
う
・

　
平
均
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
が
銀
行
に
与
え
る
で
あ
ろ
う
こ
れ
ら
の
諸
影
響
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
は
金
融
資
本
の
解
明
に
有
意

義
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
↑
ｏ
　
金
融
資
本

　
先
に
と
り
あ
げ
た
倉
田
稔
氏
の
説
明
に
よ
れ
ぼ
、
ヒ
ル
フ
ア
デ
イ
ン
グ
の
金
融
資
本
概
念
は
、
ベ
ル
ソ
シ
ュ
タ
イ
ソ
の
資
本
家
数

の
多
数
残
存
を
理
由
に
し
た
マ
ル
ク
ス
の
資
本
主
義
的
蓄
積
の
一
般
的
法
則
否
定
に
対
し
て
、
い
わ
ば
ア
ソ
チ
ニ
ァ
ー
ゼ
的
に
設
定



さ
れ
た
、
資
本
蓄
積
の
最
高
の
到
達
度
を
示
す
概
念
と
し
て
の
性
格
が
前
面
に
お
し
だ
さ
れ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
し
か
し
ヒ
ル
フ
ア

デ
ィ
ソ
グ
の
金
融
資
本
概
念
に
は
さ
ら
に
多
様
な
諸
側
面
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
我
々
は
そ
の
最
も
積
極
的
な
面
を
引
き
っ

ぎ
発
展
さ
せ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
彼
の
金
融
資
本
概
念
が
も
つ
諸
側
面
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

一
一
資
本
蓄
積
の
最
高
の
到
達
度
を
示
す
も
の
と
し
て
の
側
面
。
こ
れ
は
さ
ら
に
二
つ
に
。
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は

　
階
級
関
係
に
お
げ
る
両
極
分
解
で
あ
り
、
一
方
の
極
に
「
少
数
の
資
本
貴
族
」
が
形
成
さ
れ
る
。
第
二
は
杜
会
主
義
へ
の
物
質
的

　
基
盤
と
し
て
の
資
本
主
義
経
済
の
組
織
化
で
あ
り
、
銀
行
の
産
業
支
配
と
カ
ル
テ
ル
の
発
達
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
資
本
蓄
積
の
新
た
な
様
式
と
し
て
の
側
面
。
こ
れ
も
二
つ
の
内
容
を
も
つ
。
箪
一
は
株
式
会
杜
制
度
に
よ
る
他
人
資
本
の
結
合

　
で
あ
り
、
第
二
は
金
融
資
本
に
よ
る
新
た
な
収
奪
機
構
で
あ
る
。

三
、
新
し
い
時
代
の
競
争
の
に
な
い
手
た
る
資
本
の
新
た
な
彬
態
と
し
て
の
側
面
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ヒ
ル
フ
ア
デ
イ
ソ
グ
は
ほ

　
と
ん
ど
分
析
し
て
い
な
い
。
但
し
、
世
界
市
場
に
お
い
て
は
独
、
米
の
金
融
資
本
が
イ
ギ
リ
ス
と
の
競
争
の
主
人
公
と
し
て
位
置

　
づ
け
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
金
融
資
本
概
念
の
規
定
の
仕
方
を
検
討
し
よ
う
。

　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
は
『
金
融
資
本
論
」
第
一
編
で
銀
行
諸
機
能
を
分
析
し
、
箪
二
編
で
固
定
資
本
の
巨
大
化
に
と
も
な
っ
て
肥

大
化
し
た
資
本
信
用
に
１
対
処
す
る
方
法
と
し
て
の
株
式
会
杜
制
度
を
分
析
し
た
後
、
第
三
編
第
十
四
章
で
金
融
資
本
の
概
念
規
定
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
３
）

行
う
。
彼
は
ま
ず
非
生
産
階
級
の
遊
休
貨
幣
が
銀
行
に
集
中
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
し
た
後
で
、
次
の
よ
う
に
。
金
融
資
本
の
概
念
規
定

を
行
う
。

引
用
１
・
　
「
産
業
資
本
の
う
ち
、
こ
れ
を
充
用
す
る
産
業
資
本
家
た
ち
の
も
の
で
な
い
部
分
が
、
た
え
ず
増
大
す
る
。
か
れ
ら
が
資
本
の
処
理
権
を

　
　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
の
背
景
と
金
融
資
本
概
念
に
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
　
七
一
（
五
〇
九
）
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う
け
と
る
の
は
銀
行
を
と
お
し
て
の
み
で
あ
っ
て
、
か
れ
ら
に
た
い
し
て
は
銀
行
は
所
有
老
を
代
表
す
る
。
他
方
、
銀
行
は
そ
の
資
本
の
ま
す
ま

　
　
す
多
く
の
部
分
を
産
業
に
固
定
せ
ざ
る
を
え
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
銀
行
は
ま
す
ま
す
多
く
産
業
資
本
家
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
現
実
に

　
　
産
業
資
本
に
転
化
さ
れ
て
い
る
銀
行
資
本
、
し
た
が
一
て
貨
幣
形
態
の
資
本
を
金
融
資
本
と
・
わ
た
し
は
名
づ
げ
一
ぎ

　
引
用
２
、
　
「
産
業
に
充
用
さ
れ
た
資
本
の
ま
す
ま
す
多
く
の
部
分
は
金
融
資
本
で
あ
な
。
っ
ま
り
銀
行
が
処
理
し
、
産
業
資
本
家
が
充
用
す
る
資
本

　
　
で
あ
董

．
引
用
・
、
「
金
融
資
本
は
株
式
会
杜
の
発
展
に
っ
れ
て
発
展
し
・
産
業
の
独
占
化
を
も
一
て
そ
の
頂
点
に
た
一
す
砺
一
一

　
こ
れ
ら
の
観
定
か
ら
判
断
す
る
と
ヒ
ル
フ
ァ
デ
イ
ソ
グ
の
金
融
資
本
概
念
の
内
容
は
、
非
生
産
的
諸
階
級
の
遊
休
貨
幣
が
銀
行
の

手
を
通
じ
て
産
業
に
充
用
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
非
生
産
的
諾
階
級
の
遊
休
貨
幣
は
、
か
く
し
て
産
業
資
本
家
の
手
元

に
残
っ
た
剰
余
価
値
に
よ
る
資
本
蓄
積
の
限
界
を
打
ち
破
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
概
念
規
定
は
形
式
的
に
は
株
式
会
杜
も
独
占
も
含
ま

な
い
。
と
こ
ろ
が
引
用
３
を
み
る
と
株
式
会
杜
は
金
融
資
本
と
不
可
分
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
独
占
は
金

融
資
本
の
発
展
を
促
進
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
げ
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
彼
の
金
融
資
本
概
念
の
正
確
な
内
容

は
、
銀
行
に
集
め
ら
れ
た
非
資
本
主
義
的
諸
階
級
の
遊
休
貨
幣
が
株
式
会
杜
制
度
を
利
用
し
て
産
業
に
投
下
さ
れ
る
そ
の
機
構
を
さ

し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
金
融
資
本
の
概
念
規
定
で
は
そ
の
中
に
含
め
な
か
っ
た
独
占
を
引
用
３
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
実
質
上
金
融
資
本
に
結
び

つ
げ
て
説
明
す
る
こ
と
に
ど
ん
汰
意
義
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
間
題
に
っ
い
て
は
第
十
四
章
の
冒
頭
部
分
で
答
え
が
与
え
ら
れ

　
　
（
４
７
）

て
い
る
。
両
者
の
結
合
は
銀
行
の
側
に
は
よ
り
い
っ
そ
う
の
創
業
者
利
得
を
、
、
産
業
の
側
に
は
よ
り
い
っ
そ
う
の
独
占
利
潤
を
保
障

す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
両
者
を
実
質
的
に
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
時
代
の
資
本
の
蓄
積
様
式
の
第
二
の
内
容
で
あ



る
新
し
い
収
奪
機
構
と
し
て
の
機
能
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
え
よ
う
。

　
彼
の
概
念
規
定
で
第
一
に
気
づ
く
こ
と
は
、
き
わ
め
て
機
構
分
析
的
側
面
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。
新
し
い
蓄
積
様
式
と
し
て
の
、

株
式
会
杜
制
度
を
媒
介
と
し
た
他
人
資
本
の
結
合
機
構
の
解
明
こ
そ
が
彼
の
中
心
課
題
で
あ
り
、
泰
実
そ
れ
に
み
あ
っ
た
金
融
資
本

の
概
念
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
金
融
資
本
の
移
成
過
程
の
追
求
の
仕
方
に
つ
い
て
も
い
え
よ
う
。
株
式
会
杜
制
度
、
カ
ル
テ
ル
等
が
均
街
化
の
た
め

の
新
た
な
機
構
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
て
き
た
。
部
門
内
競
争
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
資
本
の
集
中
は
無
視
さ
れ
て
き
た
。
恐
慌
理

論
に
っ
い
て
い
え
ば
、
恐
慌
の
形
態
変
化
が
銀
行
の
機
構
変
化
や
産
業
に
お
け
る
機
構
変
化
（
ヵ
ル
テ
ル
化
）
と
の
関
係
に
お
い
て
の

み
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
研
究
が
あ
げ
た
成
果
に
つ
い
て
、
そ
の
細
部
の
間
題
点
を
度
外
視
す
れ
ば
、
新
し
い
時
代
の
構
造
彬
態
と

若
干
の
運
動
形
態
と
を
解
明
し
た
も
の
の
、
発
展
形
態
の
解
明
に
っ
い
て
は
み
る
べ
き
成
果
を
あ
げ
て
い
な
い
。
あ
え
て
い
え
ぱ
、

資
本
主
義
の
組
織
化
の
傾
向
（
例
え
ぱ
一
般
ヵ
ル
テ
ル
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
不
正
確
な
部
分
で
あ
る
。
こ
の
弱
点
を
生
ん
だ
究
極
の

原
因
は
彼
の
方
法
論
的
誤
り
で
あ
ろ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
金
融
資
本
概
念
で
最
も
批
判
さ
れ
る
べ
き
点
は
、
新
し
い
時
代
の
競
争
の
主
体
と
し
て
の

位
置
づ
げ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
ろ
う
。
産
業
独
占
と
銀
行
独
占
と
が
結
合
し
た
も
の
と
し
て
の
金
融
資
本
は
、
そ
の
内
部
に

一
定
の
自
立
性
と
矛
盾
と
を
も
ち
な
が
ら
も
、
単
た
る
産
業
独
占
や
単
な
る
銀
行
独
占
と
は
ち
が
っ
た
運
動
形
態
と
発
展
形
態
と
を

も
っ
。
こ
の
点
の
解
明
の
た
め
に
ー
は
、
一
方
で
は
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
が
行
っ
た
豊
か
な
機
構
分
析
の
成
果
を
ひ
き
っ
ぎ
な
が
ら
も
、

も
う
一
方
で
は
金
融
資
本
概
念
を
発
生
史
的
に
も
、
現
在
の
運
動
形
態
の
点
に
お
い
て
も
正
し
く
と
ら
，
又
な
お
さ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な

　
　
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
の
背
景
と
金
融
資
本
概
念
に
。
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
　
七
三
（
五
一
一
）



立
命
館
経
済
学
（
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七
四
（
五
二
一
）

い
。　

そ
の
た
め
の
試
み
と
し
て
、
筆
者
は
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則
と
の
関
連
に
お
い
て
産
業
独
占
と
銀
行
独
占
の
形
成
を
検
討

し
た
。
こ
こ
で
い
え
る
こ
と
ぽ
、
同
法
則
が
産
業
独
占
の
移
成
と
、
銀
行
と
産
業
と
の
緊
密
化
に
一
定
の
役
割
を
は
た
す
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
か
っ
て
手
嶋
正
毅
氏
が
定
式
化
し
た
同
法
則
の
貫
徹
の
過
程
で
独
占
や
国
独
資
が
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う

観
点
を
よ
り
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
、
金
融
資
本
概
念
に
つ
い
て
も
こ
の
法
則
の
貫
徹
の
過
程
で
生
じ
て
く
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
な

げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
し
、
ま
た
逆
に
金
融
資
本
の
支
配
の
下
で
、
そ
の
運
動
を
通
じ
て
こ
の
法
則
が
貫
ぬ
か
れ
る
形
態
と
そ
こ
か
ら
生

じ
る
新
た
な
諸
矛
盾
へ
の
対
応
と
し
て
の
国
独
資
の
形
成
が
追
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
　
（
１
）
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
競
争
は
ほ
と
ん
ど
が
部
門
間
競
争
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
と
て
も
す
ぺ
て
を
と
り
あ
げ
ら
れ
な
い
の
で
、
こ

　
　
　
　
こ
で
は
代
表
例
に
か
ぎ
っ
て
あ
げ
て
お
く
。

　
　
（
２
）
　
ル
ド
ル
フ
．
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
著
、
林
要
訳
『
金
融
資
本
論
』
皿
、
七
～
一
七
頁
参
照
。
一
九
七
四
年
、
国
民
文
庫
。

　
　
（
３
）
　
同
、
九
四
～
九
七
頁
参
照
。

　
　
（
４
）
　
同
１
、
三
三
二
～
三
三
七
頁
参
照
。

　
　
（
５
）
　
同
ｎ
、
三
六
～
四
一
頁
参
照
。

　
　
（
６
）
　
同
１
、
三
四
三
～
三
四
五
頁
参
照
。

　
　
（
７
）
　
同
皿
、
二
〇
二
～
二
〇
五
頁
参
照
。

　
　
（
８
）
　
同
皿
、
二
〇
五
頁
参
照
。

　
（
９
）
　
同
皿
、
一
〇
四
～
一
〇
六
頁
参
照
。

　
（
１
０
）
　
例
え
ば
例
四
に
み
ら
れ
る
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
■
。

　
（
ｕ
）
前
掲
『
金
融
資
本
論
』
１
’
、
ニ
ハ
～
一
七
頁
参
照
。

　
（
１
２
）
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
す
で
に
高
山
満
氏
が
指
摘
し
、
エ
ル
ス
ナ
ー
の
評
価
を
誤
り
と
し
て
お
ら
れ
る
。
筆
者
も
高
山
氏
の
評
価
の
方



　
　
が
正
し
い
と
考
え
る
。
高
山
満
「
ヒ
ル
フ
ァ
テ
ィ
ン
ク
に
お
け
る
『
理
論
経
済
学
の
問
題
提
起
』
　
　
〈
そ
の
一
　
序
説
Ｖ
」
（
『
東
京
経

　
　
大
学
会
誌
』
第
二
五
号
、
昭
和
三
四
年
十
一
月
）
四
四
頁
参
照
。

（
１
３
）
　
こ
の
概
念
は
高
木
幸
二
郎
氏
が
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
高
木
幸
二
郎
『
恐
慌
論
体
系
序
説
』
一
九
五
六
年
、
大
月
書
店
、
三
三
八

　
　
頁
参
照
。

（
１
４
）
　
但
し
、
例
一
で
の
平
均
利
潤
率
と
は
全
部
門
平
均
の
循
環
的
利
潤
率
と
も
理
解
で
き
る
。

（
１
５
）
前
掲
『
金
融
資
本
論
』
Ｈ
、
九
八
～
九
九
頁
参
照
。

（
１
６
）
　
同
１
、
二
二
八
頁
参
照
。

（
１
７
）
　
同
１
、
一
四
一
～
一
四
二
頁
参
照
。

（
１
８
）
　
平
均
利
潤
率
と
循
環
的
利
潤
率
と
の
関
係
は
、
前
者
は
本
質
で
後
者
は
そ
の
現
象
形
態
で
あ
り
、
本
質
と
現
象
形
態
と
を
同
一
の
論
理

　
　
次
元
で
扱
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。

（
”
）
前
掲
『
金
融
資
本
論
』
皿
、
一
四
五
～
一
四
六
頁
参
照
。

（
２
０
）
　
こ
こ
で
い
う
平
均
と
は
全
部
門
平
均
の
循
環
的
利
潤
率
で
あ
り
、
産
業
循
環
を
捨
象
し
た
論
理
次
元
で
の
平
均
利
潤
率
で
は
な
い
と
思

　
　
わ
れ
る
。

（
２
１
）
　
前
掲
『
金
融
資
本
論
』
ｎ
、
二
五
～
二
六
頁
参
照
。

（
２
２
）
　
こ
こ
で
い
う
平
均
以
下
と
は
、
不
況
局
面
で
下
落
し
た
全
部
門
平
均
の
循
環
的
利
潤
率
を
基
準
に
し
て
部
門
ご
と
の
ぱ
ら
っ
き
を
表
わ

　
　
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
３
）
　
（
２
２
）
と
同
じ
基
準
で
の
平
均
以
上
で
あ
る
。

べ
２
４
）
　
前
掲
『
金
融
資
本
論
』
皿
、
一
一
そ
一
八
頁
参
照
。

（
２
５
）
　
こ
こ
で
い
う
動
員
と
は
動
化
（
く
◎
９
募
－
胃
旨
。
ｑ
）
の
こ
と
で
あ
り
、
固
定
資
本
の
大
き
い
部
門
で
は
資
本
流
入
が
阻
止
さ
れ
、
利
潤

　
　
率
が
平
均
以
上
に
上
昇
し
配
当
も
増
大
す
る
が
、
そ
れ
は
株
主
に
対
し
て
は
株
価
変
動
叱
通
じ
て
平
等
の
収
入
を
保
障
す
る
こ
と
を
い
っ

　
　
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
２
６
）
　
前
掲
『
金
融
資
本
論
』
１
、
一
七
～
一
八
頁
参
照
。

（
２
７
）
　
本
間
要
一
郎
『
競
争
と
独
占
』
、
一
九
七
四
年
、
新
評
論
、
二
七
〇
頁
参
照
。

　
　
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
の
背
景
と
金
融
資
本
概
念
に
つ
い
て
（
田
中
）
　
　
　
七
五
（
五
二
二
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）

七
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（
五
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（
２
８
）
前
掲
『
金
融
資
本
論
』
皿
、
二
八
～
二
九
頁
参
照
。

（
２
９
）
現
に
レ
ー
ニ
ソ
は
『
帝
国
主
義
論
』
第
一
章
で
の
独
占
形
成
の
説
明
で
は
生
産
の
集
積
か
ら
説
明
し
て
い
る
。

（
３
０
）
　
こ
の
限
界
点
に
つ
い
て
手
嶋
正
毅
氏
は
す
く
た
く
と
も
五
〇
％
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
五
〇
％
か
否
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
に
し
て

　
　
も
、
こ
の
よ
う
な
限
界
点
が
あ
る
こ
と
は
た
Ｌ
か
で
あ
る
。

　
　
手
嶋
正
毅
『
日
本
国
家
独
占
資
本
主
義
論
』
、
一
九
六
六
年
、
有
斐
閣
、
五
三
頁
参
照
。

（
３
１
）
前
掲
『
金
融
資
本
論
』
皿
、
九
四
～
九
七
頁
参
照
。

（
３
２
）
　
同
１
、
一
七
～
一
八
頁
参
照
。

（
３
３
）
『
金
融
資
本
論
』
で
は
生
産
価
格
十
平
均
利
潤
率
と
な
っ
て
い
る
が
（
同
書
皿
、
九
八
頁
）
、
正
し
く
は
費
用
価
格
十
平
均
利
潤
で
あ
ろ

　
　
う
。
エ
ル
ス
ナ
ー
も
『
金
融
資
本
論
』
の
「
新
版
序
文
」
に
お
い
て
こ
の
点
を
指
摘
し
、
費
用
価
格
十
平
均
利
潤
率
と
訂
正
す
べ
き
で
あ

　
　
る
と
主
張
し
て
い
る
が
（
同
書
１
、
一
五
頁
）
、
さ
ら
に
訳
者
の
林
要
氏
は
平
均
利
潤
率
を
平
均
利
潤
に
訂
正
す
べ
く
訳
老
注
と
し
て
〔
平

　
　
均
利
潤
？
〕
と
付
げ
加
え
ら
れ
て
い
る
（
同
書
１
、
一
五
頁
、
ｎ
、
九
八
頁
）
。

（
３
４
）
　
エ
ル
ス
ナ
ー
著
、
桜
井
富
雄
、
吉
田
伸
雄
、
森
哲
彦
、
鶴
谷
利
一
、
清
水
潤
也
、
一
井
昭
訳
「
フ
レ
ツ
ト
・
エ
ル
ス
ナ
ー
『
独
占
価
格

　
　
と
独
占
利
潤
』
」
　
（
『
立
命
館
経
済
学
』
第
ニ
ハ
巻
第
二
号
、
一
九
六
七
年
六
月
）
九
八
頁
参
照
。

　
　
な
お
、
こ
の
論
文
は
卑
＆
０
９
ｏ
ｏ
。
・
篶
■
、
向
ぎ
零
気
品
豊
『
く
◎
９
召
岸
｝
８
ユ
¢
、
ぎ
肩
◎
巨
¢
昌
¢
ｐ
睾
君
尋
オ
ｏ
｝
彗
０
：
ぎ
§
邑
ｏ

　
　
団
Ｐ
ｏ
。
一
声
ぎ
註
邑
ｏ
く
ｏ
ユ
品
一
団
胃
－
員
岩
８
の
な
か
の
く
Ｈ
く
・
く
昌
◎
君
与
竃
オ
■
邑
く
◎
■
◎
君
Ｈ
肩
◎
ま
Ｖ
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
・
竃
～
◎
◎
ｏ
の
全
文

　
　
を
右
六
氏
が
共
訳
し
、
手
嶋
正
毅
氏
が
校
閲
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
３
５
）
前
掲
『
金
融
資
本
論
』
ｎ
、
九
二
～
九
四
頁
参
照
。

（
３
６
）
　
例
え
ば
、
本
間
要
一
郎
『
競
争
と
独
占
』
　
一
九
七
四
年
、
新
評
論
。
高
須
賀
義
博
『
現
代
価
格
体
系
論
序
説
』
、
一
九
六
五
年
、
岩
波

　
　
書
店
。

（
３
７
）
　
前
掲
『
金
融
資
本
論
』
ｎ
、
九
七
～
九
八
頁
参
照
。

（
３
８
）
　
同
皿
、
九
九
頁
参
照
。

（
３
９
）
　
同
１
、
三
三
二
～
三
三
七
頁
参
照
。

（
４
０
）
同
１
、
三
四
六
頁
参
照
。



（
４
１
）

（
４
２
）

（
４
３
）

（
４
４
）

（
４
５
）

（
４
６
）

（
４
７
）

同
－
同
－
同
Ｕ
同
－
同
－
同
ｎ
同
１

、、、、、、、

三
四
三
ぞ
三
四
五
頁
参
照
。

三
四
六
頁
参
照
。

八
七
～
八
八
頁
参
照
。

八
八
～
八
九
頁
参
照
。

八
九
頁
参
照
。

八
九
頁
参
照
。

八
五
～
八
六
頁
参
照
。

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
『
金
融
資
本
論
』

の
背
景
と
金
融
資
本
概
念
に
つ
い
て

（
田
中
）
　
　
　
七
七

（
五
一
五
）




